
漢
代
画
像
石
に
現
わ
れ
た
楽
器

林
謙
三
著
／
山
寺
三
知
解
題
・
翻
刻
・
校
訂

解

題

本
稿
は
、
東
洋
音
楽
学
者
、
林
謙
三(1)（
一
八
九
九
─
一
九
七
六
）
の
未
発
表
原
稿
「
漢
代
畫
象
石
に
現
は
れ
た
樂
器
」（
一
九
四
三
年
以
前
執
筆
）
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
原
稿
は
、
林
謙
三
の
名
著
『
東
ア
ジ
ア
楽
器
考
』（
東
京
：
カ
ワ
イ
楽
譜
、
一
九
七
三
年
）
の
前
身
で
あ
る
『
東
亞
樂
器
考
』（
未
刊
行
）
に
収
録
予
定
で
あ
っ
た
も

の
で
あ
る
。

本
稿
の
解
題
に
あ
た
り
、
ま
ず
『
東
ア
ジ
ア
楽
器
考
』
の
成
立
の
経
緯
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
林
謙
三
は
、
晩
年
の
一
九
七
三
年
、
そ
れ
ま
で
の
楽
器
学
関

連
の
論
文
を
ま
と
め
、『
東
ア
ジ
ア
楽
器
考
』（
以
下
、「
カ
ワ
イ
楽
譜
版
」
と
略
称
す
る
）
を
出
版
し
た
が
、
本
書
を
出
版
す
る
以
前
、
彼
は
、
二
度
に
わ
た
り
、『
東
亞
樂

器
考
』
と
名
付
け
ら
れ
た
書
を
執
筆
・
編
集
し
て
い
る
。
一
度
目
は
、
戦
中
の
一
九
四
二
年
に
東
京
神
田
の
冨
山
房
か
ら
刊
行
を
計
画
す
る
が
、
こ
ち
ら
は
終
戦
直
後

の
一
九
四
五
年
、
当
時
の
出
版
界
の
不
況
に
よ
り
、
刊
行
目
前
に
出
版
が
頓
挫
し
て
し
ま
う
（
以
下
、「
冨
山
房
版
」
と
略
称
す
る
）。
二
度
目
は
、
そ
の
冨
山
房
版
の
原
稿

を
補
訂
し
、
中
国
語
に
抄
訳
さ
れ
、
一
九
六
二
年
に
北
京
の
音
楽
出
版
社
（
後
の
人
民
音
楽
出
版
社
）
か
ら
刊
行
さ
れ
る
（
以
下
、「
中
国
語
版
」
と
略
称
す
る
）。
一
九
七
三
年

の
カ
ワ
イ
楽
譜
版
は
、
こ
の
中
国
語
版
の
も
と
に
な
っ
た
日
本
語
原
稿
を
、
さ
ら
に
増
補
改
訂
し
て
出
来
た
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、『
東
ア
ジ
ア
楽
器
考

（
東
亞
樂
器
考
）』
に
は
、
冨
山
房
版
・
中
国
語
版
・
カ
ワ
イ
楽
譜
版
の
三
種
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

一



冨
山
房
か
ら
の
出
版
計
画
に
つ
い
て
は
、
林
謙
三
の
年
譜
・
業
績
目
録(2)に
記
さ
れ
て
は
い
る
が
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
不
明
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

か
つ
て
翻
刻
者
が
参
加
し
た
林
謙
三
旧
蔵
資
料
の
調
査
に
お
い
て(3)、
冨
山
房
版
の
大
半
の
手
稿
と
校
正
紙
の
一
部
が
見
つ
か
り
、
そ
の
中
に
、
こ
の
「
漢
代
畫
象
石
に

現
は
れ
た
樂
器
」
を
は
じ
め
、
中
国
語
版
・
カ
ワ
イ
楽
譜
版
い
ず
れ
に
も
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
論
考
数
篇
が
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

冨
山
房
版
の
正
確
な
目
次
は
不
明
で
あ
る
が
、
目
次
の
メ
モ
書
き
や
残
さ
れ
た
手
稿
・
校
正
紙
等
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
冨
山
房
版
は
カ
ワ
イ
楽
譜
版
や
中
国
語
版

と
は
若
干
構
成
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
カ
ワ
イ
楽
譜
版
で
は
「
体
鳴
楽
器
」・「
革
鳴
楽
器
」・「
絃
鳴
楽
器
」・「
気
鳴
楽
器
」
の

四
項
目
（
他
に
「
付
論
」
が
あ
る
）
の
も
と
、
各
楽
器
の
論
文
が
配
列
さ
れ
て
い
る
が(4)、
一
方
、
冨
山
房
版
で
は
「
イ
、
體
鳴
樂
器
」・「
ロ
、
皮
鳴
樂
器
」・「
ハ
、
絃
鳴

樂
器
」・「
ニ
、
氣
鳴
樂
器
」
の
四
項
目
と
「
附
錄
」
の
ほ
か
に
、
四
項
目
を
横
断
的
に
扱
っ
た
「
ホ
、
體
・
皮
・
絃
・
氣
鳴
樂
器
」
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、「
漢
代
畫

象
石
に
現
は
れ
た
樂
器
」
は
、
そ
の
第
一
篇
と
し
て
収
録
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、「
體
・
皮
・
絃
・
氣
鳴
樂
器
」
に
は
、
そ
の
ほ
か
「
二
、
信

西
古
樂
圖
に
現
は
れ
た
樂
器
」、「
三
、
伎
樂
に
用
ふ
る
三
種
の
樂
器
の
變
伈
」、「
四
、
正
倉
院
御
物
中
の
樂
器
㗥
料
」、「
五
、
㚃
宋
代
南
蠻
三
國
（
ビ
ル
マ
・
ジ
ャ
ワ
・

カ
ン
ボ
ジ
ア
）
の
樂
器
─
─
特
に
㚃
書
驃
國
傳
と
ボ
ロ
ブ
ド
ゥ
ル
㚴
刻
の
樂
器
に
就
い
て
─
─
」、「
六
、
佛
典
に
現
は
れ
た
樂
器
・
音
樂
・
舞
踊
─
─
㗴
と
し
て
そ
の

用
語
に
就
い
て
─
─
」
が
収
録
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
。
そ
の
「
體
・
皮
・
絃
・
氣
鳴
樂
器
」
所
収
の
六
篇
の
う
ち
「
正
倉
院
御
物
中
の
樂
器
㗥
料(5)」
を
除
く
五
篇

は
、
中
国
語
版
・
カ
ワ
イ
楽
譜
版
い
ず
れ
に
も
収
録
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
も
の
の
、「
漢
代
畫
象
石
に
現
は
れ
た
樂
器
」
以
外
の
四
篇
は
後
に
何
ら
か
の
形
で
世

に
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た(6)。
し
か
し
「
漢
代
畫
象
石
に
現
は
れ
た
樂
器
」
だ
け
は
、
そ
の
後
も
発
表
の
機
会
に
恵
ま
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
「
漢
代
畫
象
石
に
現
は
れ
た
樂
器
」
は
、
刊
行
が
予
定
さ
れ
て
い
た
一
九
四
五
年
当
時
、
画
像
石
を
用
い
て
音
楽
を
論
じ
た
研
究
が
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な

い
時
期
に
あ
っ
て(7)、
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
・
関
野
貞
等
、
当
時
の
東
洋
学
の
最
先
端
の
成
果
を
用
い
て
、
画
像
石
に
描
か
れ
た
楽
器
を
可
能
な
範
囲
で
網
羅
的
に
調
査
・
整

理
・
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
も
し
当
時
、
発
表
さ
れ
て
い
れ
ば
、
彼
の
他
の
研
究
と
同
様
、
先
進
的
で
基
礎
的
な
研
究
と
し
て
、
学
界
に
影
響
を
与
え
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
、
林
謙
三
の
三
種
の
『
楽
器
考
』
で
は
、
楽
器
を
論
ず
る
際
に
数
多
く
の
図
像
を
補
助
的
に
用
い
て
い
る
が
、
特
に
冨
山
房
版
の
「
體
・
皮
・
絃
・
氣

鳴
樂
器
」
に
収
録
予
定
で
あ
っ
た
本
論
文
は
「
信
西
古
樂
圖
に
現
は
れ
た
樂
器
」
や
「
㚃
宋
代
南
蠻
三
國
の
樂
器
」
と
と
も
に
、
図
像
資
料
を
中
心
に
据
え
て
、
そ
こ

か
ら
そ
の
時
代
の
楽
器
・
音
楽
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
り
、
東
洋
音
楽
に
お
け
る
「
音
楽
図
像
学
」
の
先
駆
を
な
す
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
の
目
覚

ま
し
い
考
古
学
的
発
見
に
よ
っ
て
、
本
論
文
に
は
補
訂
す
べ
き
箇
所
も
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
も
な
お
、
研
究
史
上
の
価
値
は
色
あ
せ
て
は
い
な
い
。

な
お
、
本
稿
に
掲
載
し
た
挿
図
は
、
す
べ
て
林
謙
三
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る(8)。
挿
図
の
状
態
は
必
ず
し
も
良
好
で
あ
る
と
は
言
え
ず
、
掲
載
に
あ
た
っ
て

二

國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
紀
要
第
三
十
八
巻



は
可
能
な
限
り
鮮
明
に
な
る
よ
う
に
補
正
を
施
し
た
が
、
翻
刻
者
の
技
術
不
足
に
よ
り
、
不
十
分
な
点
が
あ
る
こ
と
は
否
め
ず
、
こ
こ
に
お
許
し
を
乞
う
次
第
で
あ

る
。

（
1
）
林
謙
三
は
、
著
名
な
彫
塑
家
・
東
洋
音
楽
学
者
で
あ
る
。
日
本
・
中
国
の
古
代
音
楽
の
解
読
・
復
元
と
い
う
前
人
未
到
の
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
こ
と
で
、
世
界
の
音
楽
学

者
・
東
洋
学
者
に
知
ら
れ
る
。
特
に
、
彼
は
日
本
に
伝
存
す
る
演
奏
伝
承
・
古
楽
譜
・
古
楽
器
等
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
中
国
人
で
さ
え
果
た
し
得
な
か
っ
た
、
中

国
古
代
音
楽
の
楽
曲
・
楽
律
・
楽
器
の
実
態
を
解
明
し
た
こ
と
で
、
死
後
四
十
年
を
経
た
現
在
で
も
東
ア
ジ
ア
の
音
楽
学
者
か
ら
も
尊
敬
を
集
め
て
い
る
。
主
な
著
書
に
『
隋

㚃
燕
樂
㙭
硏
究
』（
郭
沫
若
中
国
語
訳
。
上
海
：
商
務
印
書
館
、
一
九
三
六
年
）、『
敦
煌
琵
琶
谱
的
解
读
研
究
』（
潘
懐
素
中
国
語
訳
。
上
海
：
上
海
音
楽
出
版
社
、
一
九
五
七

年
）、『
明
乐
八
调
研
究
』（
張
虔
中
国
語
訳
。
上
海
：
上
海
音
楽
出
版
社
、
一
九
五
七
年
）、『
东
亚
乐
器
考
』（
銭
稲
孫
中
国
語
訳
。
北
京
：
音
楽
出
版
社
、
一
九
六
二
年
。
一

九
五
七
年
自
序
）、『
正
倉
院
楽
器
の
研
究
』（
東
京
：
風
間
書
房
、
一
九
六
四
年
）、『
雅
楽
─
─
古
楽
譜
の
解
読
─
─
』（
東
京
：
音
楽
之
友
社
、
一
九
六
九
年
）、『
東
ア
ジ
ア

楽
器
考
』（
東
京
：
カ
ワ
イ
楽
譜
、
一
九
七
三
年
）
等
多
数
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
斯
学
の
名
著
で
あ
り
、「
東
洋
古
代
音
楽
の
研
究
と
正
倉
院
古
楽
器
の
復
元
」
に
よ
っ
て
朝
日

賞
（
一
九
五
〇
年
）
を
、
レ
コ
ー
ド
『
天
平
・
平
安
の
音
楽
─
─
古
楽
譜
の
解
読
に
よ
る
─
─
』（
監
修
・
解
読
・
解
説
。
川
崎
：
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
、
一
九
六
五
年
）
に

よ
っ
て
芸
術
祭
奨
励
賞
（
同
年
）
を
受
賞
し
た
。
本
姓
は
長
屋
。
林
は
旧
姓
で
あ
る
が
、
音
楽
学
で
は
、
林
謙
三
の
名
で
活
躍
し
た
。

（
2
）
平
野
健
次
・
久
保
田
敏
子
編
「
林
謙
三
先
生
年
譜
・
業
績
目
録
」（
東
洋
音
楽
学
会
『
東
洋
音
楽
研
究
』
第
二
十
四
・
二
十
五
号
、
一
九
六
八
年
）。
年
譜
（
三
七
頁
）
の
昭

和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
の
欄
に
「
一
二
月

大
和
書
房
よ
り
古
楽
器
の
小
著
の
刊
行
を
企
画
す
」
と
あ
り
、
同
十
七
年
（
一
九
四
二
）
の
欄
に
「
前
年
末
の
小
稿
を
「
東
亜

楽
器
考
」
に
増
大
し
、
富

（
マ
マ
）山

房
よ
り
刊
行
す
る
こ
と
に
計
画
変
更
」
と
あ
る
。
ま
た
、
業
績
目
録
（
四
四
頁
）
に
「
未
刊
の
著
作
」
と
し
て
「
東
亜
楽
器
考
」
を
掲
げ
、「
富

（
マ
マ
）

山
房
の
出
版
の
話
あ
り
し
後
、
用
紙
の
申
請
、
原
稿
の
増
大
の
た
め
原
稿
の
最
終
完
成
は
昭
和
18
年
末
と
な
る
」
と
あ
る
。
業
績
目
録
は
一
九
六
八
年
の
編
集
で
あ
り
、
カ
ワ

イ
楽
譜
版
『
東
ア
ジ
ア
楽
器
考
』
が
ま
だ
出
版
さ
れ
て
い
な
い
時
期
で
あ
っ
た
た
め
、「
未
刊
の
著
作
」
と
し
て
旧
稿
を
掲
載
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
本
稿
の
冒
頭

に
お
い
て
「
漢
代
畫
象
石
に
現
は
れ
た
樂
器
」
の
執
筆
年
代
を
「
一
九
四
三
年
以
前
」
と
し
た
の
は
、
上
述
の
業
績
目
録
四
四
頁
の
記
載
に
よ
る
。

（
3
）
調
査
の
経
緯
等
に
つ
い
て
は
、
長
谷
部
剛
・
山
寺
三
知
共
編
訳
『
林
謙
三
『
隋
唐
燕
楽
調
研
究
』
と
そ
の
周
辺
』（
大
阪
：
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
七
年
）「
出
版
説

明
」
に
詳
し
く
述
べ
て
あ
る
。
ま
た
、
調
査
に
お
い
て
発
見
さ
れ
た
未
発
表
原
稿
の
う
ち
、「
㚃
樂
㙭
の
淵
源
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
翻
刻
を
同
書
に
掲
載
し
た
。
併
せ
て
参

照
さ
れ
た
い
。

（
4
）
中
国
語
版
は
、「
体
鸣
乐
器
」・「
皮
乐
器
」・「
弦
乐
器
」・「
气
乐
器
」
の
四
項
目
と
「
附
论
」
か
ら
な
る
。

（
5
）
林
謙
三
は
、
一
九
四
八
年
か
ら
長
年
に
わ
た
っ
て
、
度
々
正
倉
院
楽
器
の
調
査
を
行
っ
た
。
中
国
語
版
所
収
「
正
仓
院
所
存
的
音
乐
资
料
」、『
正
倉
院
楽
器
の
研
究
』
の
第

七
章
「
楽
器
参
考
資
料
」、
カ
ワ
イ
楽
譜
版
所
収
「
正
倉
院
に
存
す
る
楽
器
資
料
」
は
、
そ
れ
ま
で
の
調
査
に
基
づ
き
、「
正
倉
院
御
物
中
の
樂
器
㗥
料
」
を
も
と
に
そ
の
都
度

書
き
改
め
た
も
の
で
あ
る
。

（
6
）
「
伎
樂
に
用
ふ
る
三
種
の
樂
器
の
變
伈
」
は
、『
正
倉
院
楽
器
の
研
究
』
所
収
「
伎
楽
の
楽
器
を
め
ぐ
る
問
題
」
に
書
き
改
め
ら
れ
、「
佛
典
に
現
は
れ
た
樂
器
・
音
樂
・
舞

踊
」
は
、
も
と
も
と
東
洋
音
楽
学
会
『
東
洋
音
樂
硏
究
』
一
巻
一
号
（
一
九
三
七
年
）
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
後
に
東
洋
音
楽
学
会
編
『
唐
代
の
楽
器
』（
東
京
：
音

楽
之
友
社
、
一
九
六
八
年
）
に
再
録
さ
れ
た
。
ま
た
、「
信
西
古
樂
圖
に
現
は
れ
た
樂
器
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
、
図
が
削
除
さ
れ
、
大
幅
に
書
き
改
め
ら
れ
、「
信
西
古
楽
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図
と
平
安
初
期
の
楽
制
に
つ
い
て
」（
小
野
雅
楽
会
『
雅
楽
界
』
第
四
十
八
号
、
一
九
六
八
年
）
と
し
て
発
表
さ
れ
て
い
る
。「
㚃
宋
代
南
蠻
三
國
（
ビ
ル
マ
・
ジ
ャ
ワ
・
カ
ン

ボ
ジ
ア
）
の
樂
器
」
は
、
ビ
ル
マ
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
部
分
の
み
抜
粋
し
、
大
幅
に
書
き
改
め
ら
れ
、
中
国
語
版
に
「
中
唐
时
代
骠
国
（
缅
甸
）
贡
进
的
乐
器
及
其
音
律
」「
柬

埔
寨
的
古
代
乐
器
」
と
し
て
、
カ
ワ
イ
楽
譜
版
に
「
中
㚃
代
、
驃
国
（
ビ
ル
マ
）
貢
献
の
楽
器
と
そ
の
音
律
」「
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
古
代
楽
器
に
つ
い
て
─
─
特
に
ア
ン
コ
ー

ル
・
ワ
ッ
ト
及
び
ア
ン
コ
ー
ル
・
ト
ム
に
現
わ
れ
た
楽
器
を
通
じ
て
─
─
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
。

（
7
）
管
見
の
及
ぶ
限
り
で
は
、
一
九
三
〇
年
代
に
、
孫
次
舟
「
論
南
陽
漢
畫
象
中
㙹
樂
舞
─
─
駁
仂
固
先
生
」（『
歷
史
與
考
古
論
文
報
吿
』
一
九
三
七
年
第
三
回
、
済
南
：
済

南
歴
史
学
会
）
が
あ
る
の
み
で
、
そ
れ
以
降
の
研
究
は
、
五
十
年
代
に
入
っ
て
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
林
謙
三
は
、
一
九
五
六
年
に
、
漢
代
の
画
像
石
を
用
い
た
「
漢
代
の
七

盤
舞
に
つ
い
て
」（『
奈
良
学
芸
大
学
紀
要
』
第
五
巻
第
三
号
）
を
発
表
す
る
が
、
こ
れ
も
も
と
は
、
冨
山
房
版
に
収
載
予
定
で
あ
っ
た
も
の
を
改
訂
し
た
も
の
で
あ
り
、
初
稿

の
執
筆
年
代
は
、
や
は
り
一
九
四
三
年
以
前
と
考
え
ら
れ
る
。

近
年
、
中
国
に
お
い
て
盛
ん
に
出
版
さ
れ
て
い
る
、
音
楽
史
関
連
の
図
鑑
や
図
録
等
に
は
画
像
石
を
扱
う
も
の
が
多
く
あ
り
、
枚
挙
に
暇
が
な
い
（
代
表
的
な
も
の
に
、
人

民
音
楽
出
版
社
（
北
京
）
の
『
中
国
音
乐
史
图
鉴
』
や
大
象
出
版
社
（
鄭
州
）
の
『
中
国
音
乐
文
物
大
系
』
等
が
あ
る
）。
ま
た
、
画
像
石
に
見
え
る
音
楽
を
論
じ
た
単
行
本

に
、
蕭
亢
達
『
汉
代
乐
舞
百
戏
艺
术
研
究
』（
北
京
：
文
物
出
版
社
、
初
版
一
九
九
一
年
、
改
訂
版
二
〇
一
〇
年
）、
李
栄
有
『
汉
画
像
的
音
乐
学
研
究
』（
北
京
：
京
華
出
版

社
、
二
〇
〇
一
年
）
等
が
あ
る
。

（
8
）
挿
図
に
写
真
を
用
い
ず
、
み
ず
か
ら
描
い
た
線
画
を
用
い
た
理
由
に
つ
い
て
、
林
謙
三
は
、
冨
山
房
版
の
「
ま
え
が
き
」
或
い
は
「
あ
と
が
き
」
の
下
書
き
と
思
わ
れ
る
メ

モ
書
き
に
「
卷
中
の
凸
版
の
插
畫
は
㙂
部
自
分
で
描
い
た
。
㚡
じ
も
の
の
や
う
な
ぼ
け
た
寫
眞
よ
り
も
自
分
で
理
解
し
て
描
い
た
線
畫
の
方
が
本
書
に
は
ふ
さ
は
し
い
と
思
へ

た
か
ら
で
あ
る
」
と
書
き
残
し
て
い
る
。

翻
刻
凡
例

一
、「
漢
代
畫
象
石
に
現
は
れ
た
樂
器
」
に
は
、
手
稿
と
と
も
に
、
校
正
紙
が
残
さ
れ
て
い
る
。
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
校
正
紙
に
基
づ
き
、
校
正
紙
に
誤
り
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
適
宜
、
手
稿
を
参
照
し
た
。

一
、
明
ら
か
な
誤
字
・
脱
字
・
衍
字
等
に
つ
い
て
は
、
適
宜
こ
れ
を
改
め
た
が
、
逐
一
注
記
し
な
か
っ
た
。

一
、
送
り
が
な
に
つ
い
て
は
、
原
稿
（
手
稿
・
校
正
紙
を
含
む
。
以
下
同
じ
）
を
尊
重
し
た
が
、
一
部
「
送
り
仮
名
の
付
け
方
」（
一
九
七
三
年
内
閣
告
示
、
一
九
八
一
年
、
二
〇

一
〇
年
一
部
改
正
）
を
参
照
し
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。
読
点
に
つ
い
て
は
、
適
宜
改
め
た
。

一
、
か
な
づ
か
い
に
つ
い
て
は
、
原
稿
で
は
、
歴
史
的
か
な
づ
か
い
を
基
本
と
す
る
が
、
現
代
か
な
づ
か
い
に
改
め
た
。

一
、
鉤
括
弧
に
つ
い
て
は
、
書
名
に
は
二
重
鉤
括
弧
を
、
作
品
名
に
は
一
重
鉤
括
弧
を
適
宜
補
っ
た
。
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一
、
本
文
に
お
け
る
漢
字
の
字
体
に
つ
い
て
は
、
原
稿
で
は
、
旧
字
体
を
基
本
と
す
る
が
、
本
稿
で
は
常
用
漢
字
・
代
用
字
等
、
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。
但
し
、
一

部
、
原
稿
の
字
体
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
箇
所
が
あ
る
。
な
お
、「
画
像
」
の
「
像
」
字
に
つ
い
て
は
、
原
稿
で
は
「
象
」
と
す
る
が
、
現
在
一
般
に
用
い
ら
れ
る
表

記
に
従
っ
て
「
像
」
に
改
め
た
。
林
謙
三
自
身
も
、
後
に
発
表
し
た
論
文
で
は
「
像
」
を
用
い
る
こ
と
が
多
い
。

一
、
漢
籍
の
引
用
文
に
誤
字
・
脱
字
・
衍
字
等
が
あ
れ
ば
、
原
典
に
従
っ
て
適
宜
こ
れ
を
改
め
た
が
、
逐
一
注
記
し
な
か
っ
た
。
但
し
、
原
稿
に
は
原
典
の
底
本
が
明

示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
通
行
す
る
標
点
本
等
に
よ
っ
て
妄
り
に
改
め
る
こ
と
は
せ
ず
、
複
数
の
版
本
を
参
照
し
、
可
能
な
限
り
原
稿
の
表
記
を
尊
重
す
る
よ
う
努

め
た
。
従
っ
て
、
通
行
す
る
テ
キ
ス
ト
と
異
な
る
場
合
が
あ
る
。

一
、
漢
籍
の
引
用
文
（
原
文
）、
書
名
、
篇
名
等
の
字
体
に
は
原
則
と
し
て
旧
字
体
を
用
い
、
異
体
字
・
俗
字
・
通
仮
字
の
類
は
正
字
ま
た
は
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

但
し
、
一
部
、
原
典
の
字
体
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
箇
所
が
あ
る
。

一
、
漢
籍
の
引
用
文
に
附
さ
れ
た
返
り
点
・
読
点
（
原
稿
で
は
句
点
は
用
い
ず
）
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り
原
稿
を
尊
重
し
、
修
正
は
必
要
最
小
限
に
と
ど
め
た
。

従
っ
て
、
句
読
点
に
つ
い
て
は
、
通
行
の
標
点
本
と
は
異
な
る
場
合
が
あ
る
。

一
、
挿
図
の
番
号
表
記
は
校
正
紙
に
基
づ
き
、
挿
図
そ
の
も
の
は
、
手
稿
に
貼
付
さ
れ
た
図
を
用
い
た
。

一
、
翻
刻
に
あ
た
り
特
記
す
べ
き
事
項
が
あ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
①
②
等
の
所
謂
丸
数
字
を
附
し
て
翻
刻
者
注
を
施
し
、
文
末
に
配
し
た
。

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

①ホ
、
体
・
皮
・
絃
・
気
鳴
楽
器

②一
、
漢
代
画
像
石
に
現
わ
れ
た
楽
器

支
那
の
陵
墓
制
は
秦
漢
代
に
整
い
、
前
漢
代
に
は
帝
王
陵
は
荘
厳
を
極
め
た
が
、
厚
葬
の
風
は
後
漢
代
に
一
層
甚
だ
し
く
、
帝
王
の
み
な
ら
ず
、
要
路
の
大
官
は
も

と
よ
り
一
般
士
庶
に
ま
で
及
び
、
墓
前
の
石
室
・
石
闕
・
石
碑
な
ど
に
加
え
た
装
飾
も
前
代
に
は
殆
ど
見
る
こ
と
の
出
来
な
か
っ
た
種
々
の
絵
画
的
浮
刻
─
─
す
な
わ

五
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ち
画
像
─
─
を
加
え
る
に
至
っ
た
。
そ
の
遺
存
の
画
像
石
は
宋
代
金
石
学
の
勃
興
と
共
に
始
め
て
注
意
さ
れ
る
に
至
り
、
更
に
清
代
に
入
っ
て
最
も
詳
細
に
研
究
さ
れ

た
。
今
世
紀
に
入
っ
て
は
内
外
の
考
古
学
者
・
史
学
者
の
注
意
を
惹
き
殊
に
フ
ラ
ン
ス
の
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
、
わ
が
関
野
貞
等
は
親
し
く
実
地
を
調
査
し
て
多
数
の
遺
物

を
撮
影
し
、
そ
の
拓
本
を
蒐
集
し
て
図
譜
研
究
書
を
公
刊
し
て
以
来
、
後
漢
の
画
像
石
は
俄
か
に
世
に
普
く
知
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
の
後
こ
の
画
像
石
や
、
そ
こ
に

表
現
し
た
種
々
の
題
材
を
漢
代
文
化
の
側
面
を
窺
う
重
要
な
資
料
と
し
て
活
用
す
る
の
が
常
識
と
ま
で
な
っ
て
い
る
が
、
漢
代
の
楽
器
の
考
古
学
的
資
料
と
し
て
、
浮

刻
に
現
わ
れ
た
す
べ
て
の
楽
器
─
─
尤
も
そ
の
種
類
は
十
五
種
位
の
少
数
で
あ
る
が
─
─
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
は
嘗
て
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
私
は
、
こ
れ
ら
に
つ

い
て
全
体
的
に
調
べ
た
も
の
を
掲
げ
て
、
漢
代
楽
器
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。

楽
器
を
現
わ
せ
る
画
像
石
に
つ
い
て

今
日
ま
で
に
知
ら
れ
た
画
像
石
の
出
土
地
、
又
は
原
所
在
地
は
山
東
省
が
最
も
多
く
四
川
・
河
南
の
両
省
が
こ
れ
に
次
い
で
い
る
。
こ
の
う
ち
楽
器
関
係
の
主
要
な

も
の
を
次
に
挙
げ
て
み
る
。

一
、
南
武
陽
闕

山
東
省
費
県
に
あ
る
。
章
帝
の
元
和
三
年
の
銘
を
有
し
、
後
漢
画
像
石
中
の
古
い
も
の
の
一
つ
で
、
類
似
の
彫
法
の
石
が
少
な
か
ら
ず
遺
存
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
一

つ
の
年
代
標
準
石
と
な
っ
て
い
る
。

二
、
戴
氏
享
堂
石

端
方
旧
蔵
で
後
、
仏
国M

allon

の
有
に
帰
し
た
。
関
野
貞
は
、
手
法
の
類
似
か
ら
後
記
両
城
山
石
の
一
つ
に
擬
し
て
い
る
。
安
帝
の
永
初
七
年
閏
月
十
八
日
の
銘

が
あ
り
、
技
法
は
最
も
進
歩
す
と
称
せ
ら
れ
て
い
る
。

三
、
両
城
山
石
室

山
東
省
済
寧
県
に
あ
る
。
両
城
山
か
ら
は
多
数
の
画
像
石
を
出
土
し
て
い
る
が
、
手
法
は
特
殊
で
、
そ
の
う
ち
に
戴
氏
享
堂
石
と
同
系
の
も
の
が
あ
る
。

四
、
孝
堂
山
石
室

山
東
省
巴
城
西
南
、
孝
里
鋪
の
小
丘
に
あ
る
。
前
漢
の
孝
子
、
郭
巨
の
墓
上
の
享
堂
と
誤
伝
さ
れ
た
も
の
で
、
石
室
と
し
て
は
完
全
に
近
く
保
存
さ
れ
て
い
る
。
こ
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の
石
室
内
面
の
浮
刻
の
技
法
は
、
後
漢
の
他
の
画
像
石
の
そ
れ
と
異
な
り
、
原
始
的
手
法
を
示
し
て
い
る
。
従
っ
て
石
室
の
内
壁
の
題
名
中
に
順
帝
の
永
建
四
年
の
も

の
も
あ
る
が
、
堂
は
そ
れ
以
前
の
建
設
と
判
じ
て
よ
く
、
少
な
く
と
も
西
紀
一
世
紀
前
後
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
云
う
。

五
、
武
氏
祠
石
室

山
東
省
嘉
祥
県
東
南
、
西
武
翟
山
に
あ
る
。
武
氏
一
族
の
墳
墓
の
祠
堂
で
、
所
謂
後ㅡ

石ㅡ

室ㅡ

が
最
も
古
く
、
次
い
で
左ㅡ

石ㅡ

室ㅡ

は
桓
帝
の
建
和
元
年
の
銘
を
有
す
る
両
石

闕
と
趣
き
一
致
し
、
武ㅡ

梁ㅡ

祠ㅡ

は
元
嘉
以
後
の
建
造
に
擬
さ
れ
、
前ㅡ

石ㅡ

室ㅡ

（
武
栄
祠
）
は
桓
帝
か
霊
帝
初
の
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
こ
れ
ら
の
一
群
の
石
室

は
、
凡
そ
西
紀
二
世
紀
の
半
ば
頃
三
四
十
年
間
の
も
の
と
見
て
差
支
え
な
い
。
惜
し
い
こ
と
に
は
、
石
室
は
解
体
さ
れ
一
部
は
海
外
に
散
迭
し
て
仕
舞
っ
た
。

本
稿
に
掲
げ
る
画
像
石
の
資
料
は
、
左
の
諸
書
に
従
っ
た
。〔

〕
略
称

『
金
石
索
』（
十
二
巻
）
清
、
馮
雲
鵷

『
金
石
萃
㚿
』（
百
六
十
巻
）
清
、
王
昶

『
山
左
金
石
志
』（
二
十
四
巻
）
清
、
畢
沅
・
阮
元

Ed.Chavannes,

③La
Sculpture
sur
pièrre
en
Chine
au
tem
ps
des
deux
dynasties
H
an

─

,

④M
ission
archéologique
dans
la
Chine
septentrionale〔
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
〕

関
野
貞

「
⑤後

漢
の
石
廟
㖎
び
畫
象
石
」〔
國
華
〕

─
『

⑥支
ṕ
山
東
省
に
於
け
る
漢
代
墳
墓
の
表
㘔
』〔
関
野
〕

大
村
西
崖

『
⑦支
ṕ
美
㗽
史
彫
塑
篇
』〔
大
村
〕

体
鳴
楽
器

一
、
鐘
・
鐸

「
⑧石

索
」（
二
）
に
董
恢
墓
闕
の
画
像
と
し
て
、
一
樹
に
鐘
鐸
形
の
も
の
を
懸
け
た
図
を
掲
げ
て
い
る
（
一
七
四
図
）。
舌
は
見
え
な
い
が
、
樹
に
懸
け
て
い
る
の
は
風

鐸
の
つ
も
り
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
打
鳴
す
る
つ
も
り
で
あ
る
か
判
じ
難
い
。

⑨樹
下
の
人
物
に
比
べ
て
、
件
の
楽
器
は
や
や
大
き
過
ぎ
る
感
じ
で
あ
る
。
鐘
に
も
鐸
に

七

漢
代
画
像
石
に
現
わ
れ
た
楽
器



も
図
の
よ
う
な
直
柄
の
も
の
は
周
以
来
知
ら
れ
て
い
る
が
、
下
縁
が
外
方
に
拡
が
っ
た
も
の
は
異
例
で
あ
る
。
恐
ら
く
は
図
版

の
不
正
で
あ
ろ
う
か
。
元
来
直
柄
の
鐘
は
直
柄
の
鉦
鐸
よ
り
進
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
直
柄
は
こ
れ
を
手
に
把
持
す
る
用

を
な
し
た
の
で
あ
る
（

⑩一
六
図
）。
鐸
の
類
に
於
て
は
遺
物
に
見
る
よ
う
な
無
舌
の
も
の
─
─
句
鑃(1)─
─
は
こ
れ
を
桴
か
何
か
で

打
鳴
し
、
有
舌
の
鐸(2
)の

如
き
は
柄
を
握
っ
て
振
鳴
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
普
通
車
馬
に
装
う
鐸
は
上
部
に
耳
を
有
し
、
内
部
に

短
い
舌
を
垂
れ
た
も
の
で
、
漢
代
の
遺
物
も
往
々
残
っ
て
い
る
が
、
本
画
像
の
よ
う
な
も
の
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
恐
ら
く
鐸

な
ら
ば
振
鳴
す
る
も
の
を
樹
に
懸
け
た
ま
で
で
あ
ろ
う
。

二
、
鐃
？

孝
堂
山
祠

⑪西
間
後
壁
の
、
鼓
吹
車
（
一
八
〇
図
）
上
の
鼓
の
両
端
に
鐘
形
の
も
の
を
下
げ
て
い
る
。
こ
れ
が
楽
器
で
あ
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
の
名
称

は
何
で
あ
ろ
う
か
、
明
確
に
説
き
難
い
。
仮
に
こ
れ
を
鐃
に
擬
し
た
の
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
。
こ
の
楽
器
が
鼓
吹
車
上
に
あ
り
、
そ
し
て
鼓
の
両
端
に
垂
れ

て
、
二
人
の
鼓
手
の
桴
の
と
ど
く
所
に
あ
る
点
は
、
単
に
車
馬
に
か
け
る
鐸
と
は
用
途
が

⑫違
う
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
し
、
こ
の
楽
器
に
舌
が
あ
れ
ば
、
鼓
の
打
撃
の

振
動
に
応
ず
る
前
に
、
車
の
振
動
に
応
じ
て
鳴
る
の
は
必
定
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
殊
更
に
鼓
の
両
端
に
飾
る
ま
で
も
な
く
、
鼓
の
上
方
の
天
蓋
や
鼓
の
下
の
馬
車
の

屋
根
下
に
で
も
懸
け
て
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
鼓
吹
車
と
も
あ
ろ
う
も
の
が
、
鼓
吹
の
楽
音
以
外
の
も
の
を
鳴
り
響
か
す
要
が
あ
る
わ
け
も
な
い
か
ら
、

右
の
鐘
形
の
も
の
を
風
鐸
と
見
る
要
は
な
い
。
そ
れ
で
は
、
単
な
る
鼓
の
装
飾
と
し
て
垂
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
楽
器
な
ら
ば
何
か
の
用
を
も
つ
筈
で
あ
る
。『
周

禮
』
の
四
金(3)の
う
ち
、
鐲
（
鉦
）
は
鼓
の
節
を
な
す
と
云
う
か
ら
、
件
の
鼓
吹
車
の
鼓
手
が
鐲
の
よ
う
に
時
に
鼓
に
交
え
て
鳴
ら
し
た
の
が
そ
れ
で
あ
る
か
、
或
い
は

『
吳
子
』
應
變
篇
に
「
之
ヲ
鼓
ス
レ
バ
則
チ
進
ミ
、
之
ヲ
金
ス
レ
バ
則
チ
止
ム
」
と
あ
る
よ
う
に
、
軍
行
鹵
簿
な
ど
の
行
進
を
止
め
る
時
に
鼓
手
が
鳴
ら
し
た
の
が
そ

れ
で
あ
る
か
も
知
ら
な
い
。
そ
し
て
後
漢
の
軍
楽
に
短
簫
鐃ㅡ

歌(4
)の

名
の
見
え
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
(5
)

鐃
に
擬
す
の
も
一
案
で
あ
る
。
こ
こ
に
短
簫
に
当
る
も
の
は
、
鼓

吹
車
内
の
楽
人
の
手
に
す
る
小
形
の
簫
の
見
ら
れ
る
の
と
併
せ
て
、
当
時
の
軍
楽
の
鼓
吹
に
鼓
と
短
簫
と
鐃
と
歌
を
用
い
た
こ
と
を
想
像
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ

る
。（
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ

XXIV,45

大
村
一
一
〇
）

八

國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
紀
要
第
三
十
八
巻

一七四図 董恢墓闕の
鐘形の楽器〔大村〕



三
、
編

磬

武
栄
祠

⑬第
十
六
石
に
見
え
る
（
一
七
五
図
）。
こ
れ
は
漢
代
の
み
な
ら
ず
、
上
古
を
通
じ
編
磬
の
表
現
の
殆
ど
唯
一
の
遺
例
で

あ
る
。
図
は
一
架
に
磬
九
枚
を
一
段
に
懸
け
た
も
の
を
、
奏
者
が
左
手
に
桴
を
執
っ
て
打
た
ん
と
す
る
と
こ
ろ
を
現
わ
し
て
い

る
。
架
、
す
な
わ
ち
簨
簴
に
は
獣
形
の
趺
も
な
け
れ
ば
、
崇
牙
の
飾
り
も
な
い
至
っ
て
素
朴
な
わㅡ

くㅡ

に
過
ぎ
な
い
。
と
こ
ろ

で
、
い
さ
さ
か
注
意
す
べ
き
点
は
磬
の
数
九
と
、
こ
れ
を
一
段
だ
け
に
懸
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。『
周
禮
』
の
春
官
小
胥
に

凡
縣
二

鍾
磬
一、
㚢
爲
レ

堵
、
㙂
爲
レ

肆

と
あ
る
の
文
義
に
つ
い
て
は
、
漢
代
已
に
異
説
が
あ
り
、
鐘
・
磬
共
に
十
六
枚
を
一
肆
と
し
、
そ
の
半
分
の
八

枚
を
堵
と
す
る
説
や
、
鐘
・
磬
各
十
六
枚
を
一
堵
と
し
、
各
一
具
即
ち
二
堵
を
一
肆
と
す
る
説
や
、
鐘
・
磬
各

八
枚
ず
つ
を
一
架
に
収
め
た
も
の
を
一
堵
と
し
、
各
十
六
枚
ず
つ
二
架
に
収
め
た
も
の
を
肆
と
す
る
説
、
そ
の

他
身
分
に
応
じ
て
の
用
法
に
異
説
紛
々
た
る
も
の
が
あ
る
が
、
堵
は
八
枚
一
架
、
肆
は
十
六
枚
一
架
と
す
る
説

が
認
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る

⑭
(6
)。

雅
楽
で
は
後
世
鐘
・
磬
と
も
十
六
枚
一
架
が
最
も
普
通
と
な
っ
て
い
る

が
、
古
は
八
枚
一
架
の
も
の
が
諸
侯
の
卿
大
夫
の
判
県
や
特
県
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
、
画
像
石
は
八
枚
一
架

の
磬
一
堵
を
現
わ
す
つ
も
り
を
、
誤
っ
て
九
枚
に
刻
ん
だ
の
で
あ
っ
て
、
作
者
の
不
注
意
に
よ
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。
と
も
角
、
こ
の
画
像
に
よ
り
半
数
を
一
段
に
架
け
る
編
磬
や
編
鐘
が
、
典
籍
の
上
だ
け
で
な
く
存
し
た

こ
と
を
知
り
得
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
磬
の
形
は
曲
形
で
、
後
世
の
如
く
整
然
と
磬
折
し
て
い
な
い
。
そ
れ
は
周
代
の
古
磬
の
遺
物
の
形

も
必
ず
し
も
一
様
で
な
い
の
と
併
せ
て
（
一
七
六
図
）、
刻
画
の
不
正
と
の
み
云
う
こ
と
は
出
来
な
か
ろ
う
。

（
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ

LXXV,143

大
村
一
五
〇
）

（
1
）
句
鑃
は
鐸
の
前
身
と
云
う
（
王
国
維
説
）。
そ
の
柄
を
握
っ
て
打
撃
す
る
も
の
の
如
く
で
あ
る
。
ま
た
句
鑃
は
要
す
る
に
鉦
・
鐸
・
鐃
・
鐲
に
他
な
ら
ず
と
郭
沫
若
は
説
く

（『
⑯殷
周
靑
銅
器
銘
文
硏
究
』
上
冊
）。

九

漢
代
画
像
石
に
現
わ
れ
た
楽
器

一七六図 戦国時代の磬〔
⑮
ホワイト〕

一七五図 編磬──武栄祠
⑬
第十六

石〔シャヴァンヌ〕



（
2
）
周
代
の
金
鐸
・
木
鐸
の
こ
と
、
並
び
に
漢
儒
の
説
は
「

⑰金
剛
鈴
に
つ
い
て
」
註
（
2
）
参
照
。

（
3
）
『
周
禮
』
地
官
の
掌
る
四
金
に
つ
い
て
「
以
二

金
錞
一

和
レ

鼓
、
以
二

金
鐲
一

節
レ

鼓
、
以
二

金
鐃
一

止
レ

鼓
、
以
二

金
鐸
一

㙳
レ

鼓
」
と
あ
り
。

（
4
）
劉
昭
注
補
『
續
漢
志
』
引
蔡
邕
『
禮
樂
志
』「
漢
樂
四
品
一
曰
大
予
樂…

…

二
曰
周
頌
㕧
樂…

…

三
曰
黃
門
鼓
吹
、
天
子
㘂
-三以
宴
-二樂
群
臣
一、…

…

其
短
簫
鐃
歌
軍
樂
也
」、

『
晉
書
』
樂
志
「
漢
時
㛷
二

短
簫
鐃
歌
之
樂
一、
其
曲
㛷
二

朱
鷺…

…

等
曲
一、
列
二

於
鼓
吹
一、
多
序
二

戰
陣
之
事
一

」

（
⑱5

）
『
周
禮
』
鼓
人
註
「
鐃
如
レ

鈴
無
レ

舌
㛷
レ

秉
、
執
而
鳴
レ

之
以
止
レ

擊
レ

鼓
、
司
馬
職
曰
、
鳴
レ

鐃
且
却
」

（
⑲6

）
『
周
禮
』
春
官
小
胥
「
凡
縣
二

鍾
磬
一、
㚢
爲
レ

堵
、
㙂
爲
レ

肆
」、『
訂
義
』「
薛
氏
曰
、
杜
氏
以
二

鍾
十
六
枚
一

爲
二

一
肆
一、
則
堵
者
八
枚
矣
、
此
說
然
也
、
而
鄭
氏
以
二

各
十
六
枚
一

爲
二

一
堵
一、
鍾
一
簴
・
磬
一
簴
爲
レ

肆
、
宜
レ

不
レ

然
、
春
秋
傳
曰
、
歌
鍾
二
肆
、
是
三
十
㛷
二
枚
矣
、
故
㚿
鍾
十
㛷
六
、
然
後
一
簴
之
鍾
㙂
、
㚿
磬
十
㛷
六
、
然
後
一
簴
之
磬

㙂
、
一
簴
之
㘂
レ

垂
者
、
鍾
磬
各
止
二

於
八
一、
然
後
謂
二

之
堵
一、
鄭
氏
以
二

鍾
一
簴
磬
一
簴
一

爲
レ

肆
、
其
㚢
者
其
或
㛷
レ

鍾
而
無
レ

磬
、
㛷
レ

磬
而
無
レ

鍾
乎
、
其
說
固
不
レ

㙳
矣…

…

鄭
鍔
曰
、
㚿
鍾
八
㚿
磬
八
、
共
十
六
枚
同
在
二

一
簴
一、
名
謂
二

之
堵
一、
堵
如
二

墻
堵
一、
謂
二

其
㚢
一

也
、
十
六
㚿
鍾
爲
二

一
簴
一、
十
六
㚿
磬
爲
二

一
簴
一、
則
謂
二

之
肆
一、
肆
如
二

市
肆
之

肆
一、
謂
二

其
㙂
一

也
、…

…
易
氏
曰…

…

雖
二

㙎
卑
多
寡
不
同
一、
而
每
面
皆
各
十
六
枚
故
謂
二

之
肆
一、
若
二

諸
侯
之
卿
大
夫
㚡
縣
一

則
每
面
鍾
磬
八
枚
、
兩
面
共
鍾
磬
各
十
㛷
六
、
士

特
縣
各
八
枚
而
已
、
惟
其
得
二

每
面
之
㚢
一

故
謂
二

之
堵
一

」

皮
鳴
楽
器

一
、
建

鼓

画
像
中
最
も
多
数
の
鼓
は
、
獣
形
の
趺
に
立
つ
心
棒
が
樽
形
の
鼓
胴
を
貫
き
、
上
部
に
傘
蓋
形
の
飾
り
を
承
け
て
い
る

も
の
で
、
─
─
中
に
は
更
に
鳥
形
を
附
し
た
も
の
も
あ
る
─
─
大
抵
二
人
の
奏
者
が
各
々
両
手
に
二
桴
を
執
っ
て
左
右
の

革
面
を
う
つ
様
を
現
わ
し
て
い
る
。
中
で
も
、
戴
氏
享
堂
石
や
両
城
山
第
一
石
の
獣
趺
は
四
足
で
立
つ
二
獣
が
、
相
向
っ

た
頭
上
に
鼓
を
戴
く
よ
う
な
凝
っ
た
も
の
で
、
奏
者
は
獣
の
背
に
騎
っ
て
打
鳴
し
て
い
る
（
一
七
七
図
）。

こ
の
二
石
を
除
く
鼓
は
、
殆
ど
「
鼓
」
字
の
古
体

の
象
形
そ
の
ま
ま
で
、
そ
の
起
源
の
古
さ
を
偲
ば
せ
る
（
一
七
八

図
）。『
禮
記
』
に
夏
后
氏
の
鼓
は
足
鼓
、
殷
の
鼓
は
楹
鼓
、
周
の
鼓
は
懸
鼓
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
が
、
後
人
の
解
釈
に

よ
る
と
楹
鼓
は
柱
が
中
を
貫
い
て
上
に
出
ず
る
を
云
う
と
あ
る
か
ら
、
画
像
の
鼓
は
殷
の
楹
鼓
に
当
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ

が
後
世
の
雅
楽
の
鼓
の
う
ち
、
最
も
堂
々
た
る
建
鼓
（
一
七
九
図
）
は
実
は
楹
鼓
に
他
な
ら
な
い
が
、
因
襲
の
久
し
さ
建

鼓
の
名
を
改
め
得
な
い
有
様
で
あ
る
。
今
仮
に
、
画
像
の
鼓
を
建ㅡ

鼓
と
呼
ん
で
お
く
所
以
も
こ
こ
に
あ
る
。

一
〇

國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
紀
要
第
三
十
八
巻

一七七図 建鼓──仏国マロン蔵石



獣
趺
建
鼓
画
像
例

1

両
城
山
第
一
石
（
関
野

⑳一
一
一
、
大

村
二
七
七
）

2

戴
氏
享
堂
石
（
関
野
一
一
〇
、
大
村

一
〇
三
）（
一
七
七
図
）

3

南
武
陽
功
曹
闕
（
大
村
九
八
）

4

帝
室
博
物
館

㉑第
三
石
（
関
野
一
五

四
、
大
村
二
四
九
）（
一
七
八
図
）

5

金
石
保
存
所
第
四
石
（
シ
ャ
ヴ
ァ

ン
ヌ

㉒

LXXIX,151

関
野
一
七
三
、
大
村

二
二
七
）

6

出
所
不
明
石
五
枚
（
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ

LXXXV,158;LXXXVI,160;LXXXVII,163;

㉓

D
XXXII,1261;D

XXXVI,

1265

）

上
記
建
鼓
と
殆
ど
同
制
で
あ
り
な
が
ら
、
用
途
上
僅
か
変
化
し
て
い
る
も
の
に
、
軍
楽
の
鼓
吹
車
用
建
鼓

が
あ
る
（
一
八
〇
図
）。
こ
れ
は
孝
堂
山
祠

⑪西
間
後
壁
の
行
列
中
に
あ
り
、
二
頭
立
の
鼓
吹
車
の
屋
蓋
を
貫
く

支
柱
に
鼓
が
乗
っ
て
い
る
。
鼓
の
上
に
天
蓋
の
あ
る
こ
と
も
常
の
建
鼓
と
同
様
で
、
異
な
る
と
こ
ろ
は
獣
趺

が
車
体
そ
の
も
の
で
あ
る
の
と
、
鼓
の
両
側
に
鐘
形
の
垂
れ
も
の
が
あ
る
こ
と
で
、
後
者
に
つ
い
て
は
鐃
の

条
下
で
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
尚
お
鼓
胴
に
何
か
模
様
を
描
い
て
い
る
こ
と
は
、
両
城
山
石
や
戴
氏
享
堂

石
の
建
鼓
と
同
様
で
、
漢
族
趣
味
の
鼓
胴
彩
色
の
風
の
古
さ
を
知
る
に
足
る
。

一
一

漢
代
画
像
石
に
現
わ
れ
た
楽
器

一七八図 建鼓──帝室博物館第三石〔大村〕

一七九図 建鼓〔李王家楽器〕
一八〇図 鼓吹車──孝堂山祠

⑪
西間後壁〔シャヴァンヌ〕

屋上の二人建鼓をうち、車内の四人簫を吹く。



二
、
盤
状
鼓
─
─
盤
鼓

画
像
石
の
鼓
は
前
記
の
建
鼓
で
な
け
れ
ば
、
膨
み
の
あ
る
胴
の
浅
い
盤
状
の
鼓
で
あ
る
。
こ
れ
を
地
に
置
い
て
、
桴
で

う
つ
様
を
描
い
た
も
の
が
三
石
あ
る
。
多
分
両
面
鼓
ら
し
く
、
そ
の
う
ち
帝
室
博
物
館
石
の
桴
は
正
し
く
両
革
を
張
っ
た

姿
に
現
わ
し
て
い
る
。

1

孝
堂
山
祠
西
間
西
壁
（
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ

XXVII,48

大
村
一
一
二
）（
一
八
一
図
1
）

2

羅
氏
蔵
石
（
関
野
二
一
八
、
大
村
二
一
三
）（
一
八
一
図
2
）

3

帝
室
博
物
館
石
（
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ

D
XLI,1270

大
村
二
六
九
）（

㉔五
六
図
）

画
像
石
に
は
、
こ
の
他
平
盤
形
の
鼓
を
舞
踊
に
も
用
い
て
い
る
。
こ
れ
は
後
漢
か
ら
魏
晋
に
か
け
て
行
わ
れ
た
、
当
時
の
名
高
い
七
盤
舞
─
─
一
名
盤
舞
に
用
い
た

も
の
で
、
そ
の
形
が
盤
状
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
盤
鼓
と
称
し
、
そ
の
七
箇
を
地
に
安
じ
舞
い
つ
つ
足
で
蹈
ん
で
鳴
ら
し
た
の
で
あ
る
。
尤
も
足
で
蹈
み
鳴
ら
す
か
ら
に

は
、
常
の
盤
状
鼓
よ
り
頑
丈
に
も
出
来
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
よ
う
な
奇
舞
が
久
し
か
ら
ず
し
て
廃
れ
た
た
め
、
後
世
こ
れ
を
鼓
と
解
す
る
者
が
稀
で
あ

り
、
画
像
石
の
表
現
を
も
鼓
と
認
め
る
も
の
が
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
は

㉕別
稿
で
詳
し
く
述
べ
た
か
ら
今
は
略
し
て
お
く
。

1

武
氏
祠
左
石
室
第
三
石
（
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ

LIX,122
大
村
一
六
三
）（

㉖五
五
図
）

2

武
氏
祠
前
石
室
第
七
石
（
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ

XLIX,104
）（

㉗五
四
図
）

3

帝
室
博
物
館
石
（
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ

D
XLI,1270

大
村
二
六
九
）（
五
六
図
）

三
、
両
面
柄
鼓

孝
堂
山
祠
、
東
間
後
壁
の
馬
上
鼓
吹
の
四
楽
人
中
に
、
柄
の
あ
る
鼓
様
の
も
の
を
両
桴
で
う
つ
姿
を
刻
ん
だ
も
の
が
あ

る
。
鼓
の
上
に
も
何
か
飾
り
が
あ
る
ら
し
い
。『
周
禮
』
大
司
馬
に
師
帥
の
執
る
提ㅡ

も
こ
の
よ
う
な
も
の
ら
し
い(1)。（
シ
ャ

ヴ
ァ
ン
ヌ

XXV,46

大
村
一
〇
九
）（
一
八
七
図
）

そ
れ
か
ら
次
は
真
実
の
表
現
と
認
め
て
好
い
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
が
、
武
氏
祠
の
画
像
に
雲
車
の
前
後
に
柄
の
あ
る

平
盤
鼓
を
立
て
て
、
こ
れ
を
槌
で
う
つ
人
物
を
描
い
た
も
の
が
あ
る
（
一
八
二
図
）。
鼓
の
上
に
は
何
か
飾
り
が
附
い
て
い

一
二

國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
紀
要
第
三
十
八
巻

一八一図 盤状鼓──上、孝
堂山祠 下、羅振玉蔵石

一八二図 雲車──武氏祠後石室
〔シャヴァンヌ〕



る
。
こ
れ
は
単
に
図
案
に
過
ぎ
な
い
か
も
知
ら
ぬ
が
、
こ
の
よ
う
な
鼓
も
あ
り
得
る
も
の
と
し
て
掲
げ
て
お
く
。

1

武
氏
祠
後
石
室
（
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ

LXVIII,132

）（
㉘一

八
二
図
）

2

同

（
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ

LXIX,133

）

（
1
）
『
周
禮
』
夏
官
大
司
馬
「
師
帥
執
レ

提
（
註
）
提
讀
如
二

攝
提
之
提
一、
謂
二

馬
上
鼓
一、
㛷
二

曲
木
一

提
-二持
鼓
一、
立
二

馬
髦
上
一

者
、
故
謂
二

之
提
一

」

絃
鳴
楽
器

一
、
箏
？

画
像
に
現
わ
れ
た
絃
楽
器
は
、
長
方
形
の
胴
に
数
条
の
絃
と
数
箇
の
絃
眼
を
描
い
た
も
の
が
大
部
分
で

あ
っ
て
、
こ
れ
を
琴
・
瑟
・
箏
の
ど
れ
に
擬
し
て
好
い
か
早
急
に
云
え
な
い
（
五
五
、
五
六
、
一
八
三
、
一
八

四
図
）。
た
だ
こ
の
楽
器
の
現
わ
れ
る
場
面
が
殆
ど
燕
饗
楽
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
琴
よ
り
は
む
し
ろ
箏
と

見
た
方
が
ど
う
か
と
思
わ
れ
る
ま
で
で
あ
る
。
尤
も
漢
代
の
箏
は
『
風
俗
㙳
』
に
幷
涼
二
州
の
も
の
は
瑟

に
似
て
い
る
と
あ
れ
ば
、
そ
の
他
の
も
の
は
余
ほ
ど
瑟
と
は
違
っ
た
形
か
と
懸
念
さ
れ
る
が
、
大
形
の
瑟

が
膝
の
上
に
あ
る
の
も
変
だ
し
、
琴
も
用
途
の
上
か
ら
変
だ
と
す
れ
ば
、
箏
と
で
も
解
す
る
他
は
な
か
ろ

う
。
奏
法
は
画
像
に
正
逆
二
種
見
ら
れ
る
。
甲
は
楽
器
の
右
端
を
奏
者
の
膝
の
上
に
置
き
、
左
手
で
絃
を

押
し
、
右
手
で
弾
く
の
で
あ
っ
て
、
正
式
と
見
ら
れ
る
。
乙
は
こ
れ
と
全
く
正
反
対
で
、
恐
ら
く
構
図
の

都
合
、
ま
た
は
実
事
に
無
頓
着
な
表
現
と
考
え
ら
れ
る
。

甲1

南
武
陽
功
曹
闕
（
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ

LXXXIII,156

大
村
九
七
）

2

帝
室
博
物
館

㉑第
三
石
（
関
野
一
五
四
、
大
村
二
四
九
）（
一
八
三
図
）

一
三

漢
代
画
像
石
に
現
わ
れ
た
楽
器

一八三図 奏楽図──帝室博物館第三石〔大村〕

一八四図 奏楽図──武氏祠前石室第十四石〔シャヴァンヌ〕



3

端
方
旧
蔵
石
（
関
野
二
一
〇
、
大
村
二
五
二
）（

㉙一
九
一
図
3
）

4

焦
城
村
石
（
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ

LXXVIII,

㉚

149

）

5

出
所
不
明
石
（
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ

LXXXVII,163

）

乙1

済
寧
州
文
廟
戟
門
郭
泰
碑
陰
（
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ

XCVII,182

関
野

㉛一
八
七
、
一
八
二
）

2

武
氏
祠
左
石
室
第
三
石
（
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ

LIX,122

大
村
一
六
三
）（

㉜五
五
図
）

3

永
初

㉝四
年
銘
石
（
関
野
二
一
八
、
大
村
二
一
三
）

4

工
科
大
学

㉞第
七
石
（
関
野
一
四
七
、
大
村
二
五
三
）

5

帝
室
博
物
館
石
（
関
野
一
五
〇
、
大
村
二
六
九
）

6

金
石
保
存
所
第
四
石
（
関
野
一
七
三
、
大
村
二
二
七
）

二
、
琴

た
だ
一
例
で
あ
る
が
明
ら
か
に
琴
と
認
む
べ
き
も
の
が
伝
武
氏
祠
第
二
石
に
あ
り
、
そ
の
形
、
前
記
の
箏
の
類
よ
り
細

く
、
殆
ど
箏
の
側
面
を
見
る
よ
う
で
あ
る
。
画
像
は
韓
王
を
打
た
ん
と
す
る
刺
客
聶
政
を
描
い
て
い
る
（
一
八
五
図
）。
こ

の
場
面
は
『
史
記
』・『
戰
國
策
』
の
所
説(1)に
全
く
見
ら
れ
な
い
が
、
漢
代
已
に
『
琴
操
』
に
も
説
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、

聶
政
が
琴
を
持
っ
て
韓
王
に
近
付
き
亡
父
の
仇
を
報
じ
た
一
伝
説
も
流
布
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る(2)。
因
み
に
『
金
石
索
』

は
こ
の
図
に
つ
い
て
、
傍
題
の
左
に
あ
る
人
物
を
聶
政
と
す
る
に
対
し
、
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
は
琴
を
持
つ
も
の
を
聶
政
と
見

て
い
る
が(3)、
蓋
し
後
説
が
正
し
い
。（
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ

XLV,76

）

（
1
）
『
史
記
』（
八
十
六
）刺
客
傳
に
よ
れ
ば
聶
政
は
韓
哀
侯
の
臣
、
厳
仲
子
の
請
に
よ
り
韓
相
俠
累
を
刺
殺
し
た
と
あ
り
、『
琴
操
』

の
説
と
全
く
不
合
。
ま
た
、『
史
記
』・『
戰
國
策
』
と
も
に
聶
政
が
琴
を
所
持
し
た
こ
と
に
は
何
等
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

一
四

國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
紀
要
第
三
十
八
巻

一八五図 刺客聶政、韓王を撃たんとする
図──伝武氏祠第二石〔シャヴァンヌ〕



（
2
）
『
琴
操
』
聶
政
刺
二

㕾
王
一

曲
「
政
父
爲
二

㕾
王
一

治
レ

劍
、
㕥
レ

㖆
不
レ

成
、
王
殺
レ

之
、
時
政
未
レ

生
、
㖎
レ

壯
問
二

其
母
一

曰
、
父
何
在
、
母
吿
レ

之
、
政
欲
レ

殺
二

㕾
王
一、
乃
學
レ

塗

入
二

王
宮
一、
拔
レ

劍
刺
レ

王
、
不
レ

得
、
踰
レ

城
而
出
、
去
入
二

太
山
一、
㖨
二

仙
人
一

學
レ

鼓
レ

琴…
…

七
年
而
琴
成
、
欲
レ

入
レ

㕾…
…

留
二

山
中
一

三
年
、
㗹
レ

操
持
入
レ

㕾
、
國
人
莫
レ

知
レ

政
、
政
鼓
二

琴
闕
下
一、
觀
者
成
レ

行
、
馬
牛
止
聽
、
以
聞
二

㕾
王
一、
王
召
レ

政
而
見
レ

之
、
使
二

之
彈
一レ

琴
、
政
卽
㕗
レ

琴
而
歌
レ

之
、
內
レ

刀
在
二

琴
中
一

（
一
作
三

以
レ

刀
㚔
二

琴
中
一

）、

政
於
レ

是
左
手
持
レ

衣
、
右
手
出
レ

刀
、
以
刺
二

㕾
王
一

殺
レ

之…
…

」

（
3
）
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
本
文
一
六
一
頁
。

気
鳴
楽
器

一
、
簫

漢
代
の
文
献
に
よ
る
と
、
当
時
筒
抜
け
の
洞ㅡ

簫ㅡ

と
有
底
の
簫
の
二
つ
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
底
簫
が
概
し
て
短
小
で
あ
る
こ
と
や
、
後
漢
の
鼓
吹
に

短ㅡ

簫ㅡ

鐃
歌
の
名
が
あ
り
、
画
像
の
鼓
吹
の
簫
も
燕
享
楽
の
簫
も
殆
ど
同
大
で
あ
る
こ
と
や
、
更
に
ま
た
漢
末
の
蔡
邕
が
当
時
洞
簫
の
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
こ
と

や
、
漢
代
の
土
偶
の
表
現
（
一
八
六
図
）
な
ど
を
参
酌
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
簫
は
有
底
の
簫
中
、
特
に
短
簫
と
判
じ
て
殆
ど
誤
り
は
な
か
ろ
う(1)。
そ
の
形
は
左
右
不
均

斉
で
、
長
よ
り
短
に
順
次
幷
列
し
て
い
る
（
五
五
、
一
八
〇
、
一
八
三
、
一
八
七
、

㉟一
八
九
図
）。
そ
し
て
左
端
が
最
長
で
あ
る
の
と
、
右
端
が
最
長
で
あ
る
の
と
二
様
あ
る

が
、
後
者
が
最
も
多
い
。
奏
者
は
多
く
長
管
を
片
手
で
把
持
し
、
片
手
に
別
の
楽
器
ら
し
い
も
の
を
執
っ
て
、
宛
も
振
る
よ
う
な
姿
を
現
わ
し
て
い
る
（
一
八
三
、
一
八

九
図
）。
片
手
で
奏
し
得
る
楽
器
と
す
れ
ば
鼗
か
、
ガ
ラ
ガ
ラ
の
類
が
思
い
浮
ぶ
が
、
更
に
別
の
楽
器
で
あ
る
か
も
知
れ

な
い
。
ま
た
鼓
吹
用
の
短
簫
は
孝
堂
山
祠
の
石
に
見
る
ご
と
く
、
鼓
吹
車
内
ま
た
は
馬
上
で
奏
者
が
一
箇
ず
つ
持
つ
だ
け

の
よ
う
で
あ
る
（
一
八
七
図
）。

右
手
簫
、
左
手
一
物
─
─

1

帝
室
博
物
館

㉑第
三
石
（
関
野
一
五
四
、
大
村
二
四
九
）（
一
八
三
図
）

左
手
簫
、
右
手
一
物
─
─

1

南
武
陽
功
曹
闕
（
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ

LXXXIII,156

大
村
九
七
）

2

工
科
大
学

㉞第
七
石
（
関
野
一
四
七
、
大
材
二
五
三
）

一
五

漢
代
画
像
石
に
現
わ
れ
た
楽
器

一八六図 簫── 1．漢楽人俑
（帝室博物館蔵） 2．北魏大
同第六洞南壁



3

出
所
不
明
石
二
枚
（
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ

LXXXVI,160;LXXXVII,163

）

右
手
簫
（
左
手
不
明
）

1

武
氏
祠
左
石
室
第
三
石
（
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ

LIX,122

大
村
一
六
三
）（

㊱五
五
図
）

2

孝
堂
山
祠
西
間
西
壁
（
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ

XXVIII,

㊲

49

大
村
一
一
二
）

左
右
不
明
の
も
の

1

孝
堂
山
祠

⑪西
間
後
壁
─
─
鼓
吹
車
（
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ

XXIV,45

大
村
一
一
〇
）（
一
八
〇
図
）

2

同
東
間
後
壁
─
─
馬
上
鼓
吹
（
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ

XXV,46

大
村
一
〇
九
）（
一
八
七
図
）

二
、
長

笛

後
漢
の
馬
融
に
「
長
笛
賦(2)」
が
あ
る
。
笛
は
元
来
豎
笛
を
意
味
し
、
画
像
に
も
長
笛
に
ふ
さ
わ
し
い
笛
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
吹
奏
法
を
見
る
に
、
何
れ
も
顔
面
と
な

す
笛
の
角
度
が
殆
ど
平
行
に
近
く
、
従
っ
て
後
世
の
尺
八
の
よ
う
な
吹
口
の
構
造
の
笛
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
五
五
、
五
六
、
一
八
四
、
一
八
八
図
）。
そ
の
長
さ

は
優
に
六
〇
糎
を
超
え
る
で
あ
ろ
う
。『
風
俗
㙳
』
に
よ
る
と
笛
は
二
尺
四
寸
（
曲
尺
の
約
一
尺
八
寸
）
と
あ
る
が(3)、
魏
晋
代
に
は
前
代
の
遺
制
と
し
て
四
尺
有
余
の
も
の

も
存
し
て
い
る
か
ら(4)二
尺
四
寸
以
上
の
長
大
な
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
次
に
笛
の
持
ち
方
に
は
左
手
上
と
右
手
上
の
二
様
あ
る
が
、
当
時
と
て
も
後
世
の
如

く
左
手
上
が
正
格
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
画
像
も
こ
の
方
が
多
い
。

左
手
上
、
右
手
下
─
─

1

武
氏
祠
左
石
室
第
三
石
（
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ

LIX,122

大
村
一
六
三
）（
五
五
図
）

2

帝
室
博
物
館
石
（
関
野
一
五
〇
、
國
華
二
三
五
、
大
村
二
六
九
）（
五
六
図
）

3

戴
氏
享
堂
石
（
関
野
一
一
〇
、
大
村
一
〇
三
）

右
手
上
、
左
手
下
─
─

1

武
梁
祠
前
石
室
第
十
四
石
（
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ

LVII,117

）（
一
八
四
図
）

笛
は
漢
武
帝
代
に
丘
仲
が
造
る
と
の
説
も
あ
り
、
或
い
は
羌
笛
に
由
来
す
と
も
云
う
が

㊴
(3
)、

凡
そ
漢
代
に
西
域
か
ら
伝
来
し

一
六

國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
紀
要
第
三
十
八
巻

一八七図 馬上鼓吹──孝堂山祠
東間後壁〔シャヴァンヌ〕
左上の楽人は両桴を挙げて鼓状の
ものを撃たんとし、その他三名は
簫を吹く。

一八八図 長笛？──
孝堂山祠

㊳
後壁東面

〔シャヴァンヌ〕



た
豎
笛
と
見
做
し
て
好
い
。
画
像
に
見
る
よ
う
な
長
笛
は
、
古
エ
ジ
プ
ト
浮
刻
の
長
大
な
豎
笛
ほ
ど
は
な
く
て
も
、
や
や
通
ず
る
も
の
が

あ
る
こ
と
は
認
め
て
好
い
。

三
、
横

吹
（
横
笛
）

漢
に
横
吹
き
の
笛
の
記
録
は
欠
く
が
、
画
像
に
は
、
そ
れ
ら
し
い
も
の
が
已
に
現
わ
れ
て
い
る
。
晋
以
後
の
書
に
横
吹

㊵
(5
)と

呼
ん
で
い
る

も
の
は
所
謂
横
笛
に
他
な
ら
な
い
か
ら
、
漢
代
で
も
多
分
、
こ
の
笛
を
横
吹
と
呼
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
横
笛
は
イ
ン
ド
起
源
で
、
武
帝
の

西
域
攻
略
以
後
の
伝
来
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
画
像
で
は
元
和
三
年
銘
の
南
武
陽
功
曹
闕
に
現
わ
れ
た
も
の
が
最
も
古
い
。

1

南
武
陽
功
曹
闕
（
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ

LXXXIII,156

大
村
九
七
）

2

戴
氏
享
堂
石
（
関
野
一
一
〇
、
大
村

㊶一
〇
三
）

3

出
所
不
明
石
（
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ

LXXXVI,160

）（
一
八
九
図
）

四
、
笙

画
像
の
笙
は
何
れ
も
吹
口
の
管
が
真
直
ぐ
で
、
隋
唐
以
後
に
見
る
よ
う
な
優
雅
な
湾
曲
（

㊷二
〇
七
、

㊸二
二
七
図
）
を

な
し
て
い
な
い
。
こ
の
点
苗
族
の
笙
（
一
九
〇
図
）
に
近
い
。
ま
た
、
そ
の
管
は
余
り
長
い
も
の
は
な
く
、
管
の
頂

か
ら
総
状
の
も
の
を
垂
れ
た
も
の
も
あ
る
（
一
八
九
図
）。
蓋
し
装
飾
で
あ
ら
う
。

1

孝
堂
山
祠
西
間
西
壁
（
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ

XXVII,48

大
村
一
一
二
）

2

南
武
陽
功
曹
闕
（
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ

LXXXIII,156

大
村
九
七
）

3

戴
氏
享
堂
石
（
関
野
一
一
〇
、
大
村
一
〇
三
）

4

帝
室
博
物
館
石
（
関
野
一
五
〇
、
大
村
二
六
九
）（
五
六
図
）

5

同
㉑第

三
石
（
関
野
一
五
四
、
大
村
二
四
九
）（
一
八
三
図
）

6

金
石
保
存
所
第
四
石
─
─

㊹焦
城
村
（
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ

LXXIX,151

関
野
一
七
三
、
大
村
二
二
七
）

一
七

漢
代
画
像
石
に
現
わ
れ
た
楽
器

一八九図 奏楽図──出所不明石〔シャ
ヴァンヌ〕右より簫・笙・横笛。一九〇図 苗族の笙（家蔵）



7

出
所
不
明
石
三
枚
（
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ

LXXXVI,160;LXXXVII,162

-163

）（
一
八
九
図
）

五
、
双

笛

二
管
平
行
せ
ず
⿧
形
を
な
す
有
簧
の
双
笛
は
、
元
来
エ
ジ
プ
ト
系
の
も
の
で
西
ア
ジ
ア
へ
は
や
や
遅
れ
て
輸
入
さ

れ
た
。
画
像
に
現
わ
れ
た
も
の
は
、
僅
か
な
が
ら
、
二
例
と
も
狐
狸
の
類
の
手
に
あ
り
（
一
九
一
図
1
・
2
）、
こ
の

よ
う
な
戯
画
的
表
現
そ
の
も
の
が
已
に
古
エ
ジ
プ
ト
に
由
来
す
る
こ
と
か
ら
し
て
、
単
に
装
飾
主
題
と
し
て
遥
か
東

亜
の
地
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
と
し
か
思
わ
れ
ず
、
楽
器
そ
の
も
の
が
漢
人
に
知
ら
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
頗
る
疑
わ

し
い
。
尤
も
後
漢
の
馬
融
の
「
長
笛
賦
」
に
「
㖢
世
雙
笛
、
從
レ

羌
㖈(6)」
の
句
が
あ
り
、
羌
人
の
笛
に
双
笛
の
あ
る

こ
と
を
説
い
て
い
る
け
れ
ど
、
結
局
長
笛
と
結
び
つ
け
て
い
る
点
よ
り
し
て
、
所
調
双
笛
と
は
エ
ジ
プ
ト
風
の
も
の

を
指
し
た
と
も
思
え
な
い
の
で
あ
る
。

1

出
所
不
明
石
二
枚
（
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ

LXXXV,159,

㊺

LXXXVII,162

）（
一
九
一
図
1
・
2
）

六
、
簧

笛

単
管
な
が
ら
双
笛
同
様
狐
狸
の
類
の
持
つ
画
像
が
一
例
あ
る
（
一
九
一
図
3
）。
下
端
が
拡
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
よ
り
、

尋
常
の
長
笛
と
は
区
別
す
べ
き
で
あ
り
、
恐
ら
く
西
ア
ジ
ア
系
の
簧
笛
の
形
体
を
描
い
た
も
の
と
判
ず
る
が
、
こ
れ
も
亦

西
方
的
装
飾
主
題
に
他
な
か
ろ
う
。

端
方
旧
蔵
第
三
石
（
関
野
二
一
〇
、
大
村
二
五
二
）（
一
九
一
図
3
）

七
、
箛
？

後
漢
の
応
劭
の
『

㊻漢
官
儀
』
に
「
騎
執
レ

箛
」
と
あ
り
、
沈
約
に
よ
れ
ば
、
箛
は
笳
と
同
義
と
な
っ
て
い
る
が
、『
宋

書
』
樂
志
に
引
い
た
晋
の
『
先
蠶
儀
註
』
に
見
え
る
よ
う
な
大
小
の
箛
ら
し
い
も
の
が
、
已
に
武
氏
祠
の
画
像
の
中
に
描

一
八

國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
紀
要
第
三
十
八
巻

一九一図 楽器をもつ獣── 1． 2．出所
不明石〔シャヴァンヌ〕 3．同〔大村〕

一九二図 エジプト戯画── 1．ブリティッ
シュ博物館蔵 2．トリノ博物館蔵



か
れ
て
い
る
（
一
九
三
図
）。
そ
れ
は
行
列
の
従
卒
が
左
右
の
手
に
一
管
ず
つ
執
る
も
の
で
、
一
管
を
口
に

あ
て
て
い
る
点
、
正
し
く
楽
器
で
あ
ろ
う
と
判
ず
る
。
と
こ
ろ
が
先
人
は
こ
れ
を
桿
と
か
棒
と
か
説
明
し

て
い
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
こ
れ
を
楽
器
と
す
る
と
、
箛
に
擬
す
の
が
最
も
穏
当
で
あ
ろ
う
。『
先
蠶
儀

註
』
に
は

車
駕
㗼
吹
二

小
箛
一、
發
吹
二

大
箛
一

と
あ
り
、
大
小
の
箛
を
吹
き
わ
け
た
の
で
あ
る
。
画
像
に
も
武
氏
祠
左
石
室
第
九
石
の
如
き
は
、
明
瞭
に

大
小
の
管
を
刻
ん
で
い
る
。
し
か
も
片
手
で
吹
奏
す
る
か
ら
に
は
指
孔
の
な
い
笛
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
箛
が
笳
に
他
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
重
簧
の
笛
で
あ
る
筈
で
、
後
世
隋
唐
の
儀
衛
に
用

い
た
胡
笳
も
亦
、
無
孔
の
重
簧

㊼気
楽
器
で
あ
っ
た
。

1

武
氏
祠
左
石
室
第
九
石
（
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ

LXV,129

大
村
一
六
九
）（
一
九
三
図
）

2

同
第
二
石
（
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ

LIX,121

）

3

武
氏
祠
東
北
墓
間
出
土
石
（
大
村
一
七
六
）

（
1
）
漢
魏
代
に
長
簫
・
短
簫
と
も
に
あ
り
し
こ
と
『
宋
書
』
樂
志
に
「
漢
世
㛷
二

黃
門
鼓
吹
一、
漢
享
宴
⻝
擧
樂
十
三
曲
、
與
二

魏
世
鼓
吹
長
簫
一

同
、
長
簫
短
簫
、
伎
錄
並
云
、
絲

竹
合
作
執
レ

節
者
歌
」
に
て
明
ら
か
。

（
2
）
『
文
㘿
』（

㊽九
）

（
3
）
『
風
俗
㙳
』「
笛
、
謹
按
樂
記
武
帝
時
、
丘
仲
之
㘂
レ

作
也
、…

…

長
二
尺
四
寸
七
孔
、
其
後
又
㛷
二

羌
笛
一、
馬
融
笛
賦
曰…

…

」

（
4
）
『
晉
書
』
律
曆
志
、『
宋
書
』
律
志
。

（
5
）
『
古
今
㙦
』「
橫
吹
胡
樂
也
、
㚘

侯
張
騫
入
二

西
域
一、
傳
二

其
法
於
西
京
一

」

（
6
）

㊾馬
融
「
長
笛
賦
」「
㖢
世
雙
笛
從
レ

羌
㖈
、
羌
人
伐
レ

竹
未
レ

㖎
レ

已
、
龍
鳴
二

水
中
一

不
レ

見
レ

己
、
截
レ

竹
吹
レ

之
音
相
似
、
剡
二

其
上
孔
一

㙳
-二洞
之
一、
裁
以
當
レ

便
易
レ

持
、
京
君

㛤
賢
識
二

音
律
一、
故
本
四
孔
加
以
レ

一
、
君
㛤
㘂
レ

加
孔
後
出
、
是
謂
二

商
聲
一

五
音
畢
」

一
九

漢
代
画
像
石
に
現
わ
れ
た
楽
器

一九三図 大小箛？──武氏祠左
石室第九石〔シャヴァンヌ〕



終
り
に
画
像
石
の
奏
楽
場
面
に
於
け
る
楽
器
の
組
合
せ
に
つ
い
て
一
言
し
た
い
。

一
、
体
・
皮
・
絃
・
気
、
何
れ
か
一
種
の
現
わ
れ
る
場
合

イ
、
一
種
一
類

体ㅡ

─
─
編
磬
（
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ

LXXV,143

大
村
一
五
〇
）

皮ㅡ

─
─
雲
車
鼓
（
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ

LXVIII,132

）

盤
鼓
（
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ

XLIX,104

）

絃ㅡ

─
─
琴
（
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ

XLV,76

）

気ㅡ

─
─
長
笛
（
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ

XXIX,52

大
村
一
一
三
）、
大
箛
・
小
箛
（
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ

LXV,129

大
村
一
六
九
）

ロ
、
一
種
二
類

気ㅡ

─
─
笙
・
双
笛
（
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ

LXXVII,162

）

二
、
体
・
皮
・
絃
・
気
、
何
れ
か
二
種
現
わ
れ
る
場
合

イ
、
皮ㅡ

・
絃ㅡ

─
─
盤
鼓
・
箏
（
大
村
二
一
三
、
関
野

㊿二
一
八
）

ロ
、
皮ㅡ

・
気ㅡ

─
─
建
鼓
・
長
笛
・
横
笛
・
笙
（
大
村
一
〇
三
、
関
野
一
一
〇
）、
建
鼓
・
横
笛
・
簫
・
笙
（
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ

LXXXVI,160

）、
騎
上
鼓
・
簫
（
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ

XXV,46

）

ハ
、
絃ㅡ

・
気ㅡ

─
─
箏
・
簫
（
大
村
二
五
三
、
関
野
一
四
七
）、
箏
・
長
笛
（
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ

LVII,117

）、
箏
・
横
笛
・
簫
・
笙
（
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ

LXXXIII,156

大
村
九
七
）

三
、
体
・
皮
・
絃
・
気
、
何
れ
か
三
種
現
わ
れ
る
場
合

イ
、
体ㅡ

・
皮ㅡ

・
気ㅡ

─
─
鐃
？
・
鼓
吹
鼓
・
簫
（
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ

XXIV,45

大
村
一
一
〇
）

ロ
、
皮ㅡ

・
絃ㅡ

・
気ㅡ

─
─
盤
鼓
・
箏
・
長
笛
・
簫
（
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ

LIX,122

大
村
⠗一

六
三
）、
盤
鼓
・
箏
・
長
笛
・
笙
（
大
村
二
六
九
、
関
野
一
五
〇
、
一
五
一
）、
建
鼓
・

箏
・
簫
・
笙
（
大
村
二
四
九
）、
建
鼓
・
箏
・
笙
（
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ

LXXIX,151

大
村
二
二
七
、
関
野
一
七
三
）、
建
鼓
・
箏
・
簫
・
笙
（
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
⠘

LXXXVII,163

）

二
〇

國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
紀
要
第
三
十
八
巻



結

言

以
上
漢
代
の
画
像
石
に
現
わ
れ
た
楽
器
は
約
十
五
種
を
数
え
る
が
、
全
体
的
に
眺
め
て
、
そ
の
奏
楽
場
面
は
宴
遊
を
第
一
と
し
、
鹵
簿
行
列
が
こ
れ
に
次
い
で
い

る
。
も
と
よ
り
、
こ
れ
ら
に
現
わ
れ
る
楽
器
は
、
当
時
存
し
た
楽
器
の
一
少
部
に
過
ぎ
な
い
し
、
ま
た
浮
刻
の
題
材
の
制
限
か
ら
、
俗
楽
器
が
⠙主

で
雅
楽
器
は
乏
し
い

の
も
已
む
を
得
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
乏
し
い
な
が
ら
も
こ
れ
に
よ
っ
て
、
当
時
の
文
献
だ
け
で
は
了
解
し
難
い
楽
器
─
─
特
に
俗
楽
器
の
実
際
を
も
想
見

出
来
る
点
、
漢
代
楽
器
の
考
古
学
的
資
料
と
し
て
、
画
像
石
の
有
す
る
価
値
の
甚
だ
高
い
こ
と
は
改
め
て
云
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。

翻
刻
者
注

①
「
ホ
、
体
・
皮
・
絃
・
気
鳴
楽
器
」
と
あ
る
が
、「
ホ
」
と
は
「
イ
、
体
鳴
楽
器
」「
ロ
、
皮
鳴
楽
器
」「
ハ
、
絃
鳴
楽
器
」「
ニ
、
気
鳴
楽
器
」
に
続
く
第
五
章
に
あ
た
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

②
「
一
」
と
は
、「
ホ
、
体
・
皮
・
絃
・
気
鳴
楽
器
」
の
第
一
篇
で
あ
る
こ
と
を
表
す
。
な
お
、
タ
イ
ト
ル
の
直
後
に
、
手
稿
で
は
「
遞
奏
二

金
鼓
一、
㙻
㖈
二

鏗
鏘
一

司
馬
相
如

「
上
林
賦
」」
と
の
言
葉
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
林
謙
三
は
、
冨
山
房
版
で
は
、
各
論
考
の
冒
頭
に
、
そ
の
論
考
に
関
連
す
る
日
中
の
古
典
籍
か
ら
の
引
用
を
掲
載
し
よ
う
と
企
図

し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
文
言
は
、
校
正
紙
か
ら
は
削
除
さ
れ
、
中
国
語
版
や
カ
ワ
イ
楽
譜
版
に
も
添
え
ら
れ
て
い
な
い
。
す
で
に
翻
刻
発
表
済
み
の
未
発

表
原
稿
「
㚃
樂
㙭
の
淵
源
」（
長
谷
部
剛
・
山
寺
三
知
編
共
訳
『
林
謙
三
『
隋
唐
燕
楽
調
研
究
』
と
そ
の
周
辺
』
大
阪
：
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
七
年
所
収
）
も
、
冨
山
房

版
に
収
録
予
定
で
あ
っ
た
が
、
冒
頭
に
『
樂
書
㛿
錄
』
か
ら
の
引
用
が
見
え
る
。

③

書
誌
は
以
下
の
と
お
り
。Edouard
Chavannes,

La
Sculpturesurpièrreen
Chineau
tem
psdesdeuxdynastiesH
an,ouvragepubliésouslesauspicesdu

M
inistère

de
lʼInstruction

publique
etdes

beaux-arts
(Com

ité
des

travaux
historiques

etscientifiques,section
de

G
éographie

historique
etdescriptive),Paris,Ernest

Leroux,1893.

④

書
誌
は
以
下
の
と
お
り
。Edouard

Chavannes,

M
ission
archéologique
dans
la
Chine
septentrionale,ouvrage

publié
sous

les
auspices

du
M
inistére

de
lʼinstruction

publiqueetdelʼAcadém
iedesinscriptionsetbelles-lettres(PublicationsdelʼÉcolefrançaisedʼExtrêm

e-O
rient,13),Paris,ErnestLeroux,1913

-15,5
vols.

以
下
「
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
」
と
略
称
す
る
。

⑤

書
誌
は
以
下
の
と
お
り
。
関
野
貞
「
後
漢
の
石
廟
㖎
び
畫
象
石
」（『
國
華
』
第
二
二
五
・
二
二
七
・
二
三
三
号
、
東
京
：
国
華
社
、
一
九
〇
九
年
）。

⑥

書
誌
は
以
下
の
と
お
り
。
関
野
貞
『
支
ṕ
山
東
省
に
於
け
る
漢
代
墳
墓
の
表
㘔
』
本
文
一
冊
・
附
図
一
冊
（『
東
京
帝
國
大
學
工
科
大
學
紀
㛿
』
第
八
冊
第
一
号
、
一
九
一
六

年
）。
以
下
「
関
野
」
と
略
称
す
る
。

⑦

書
誌
は
以
下
の
と
お
り
。
大
村
西
崖
『
支
ṕ
美
㗽
史

彫
塑
篇
』
本
篇
・
附
図
上
・
附
図
下
、
東
京
：
仏
書
刊
行
会
図
像
部
、
一
九
一
五
年
。
以
下
「
大
村
」
と
略
称
す
る
。

⑧
「
石
索
」
と
は
、『
金
石
索
』
の
一
篇
名
で
あ
る
。

二
一

漢
代
画
像
石
に
現
わ
れ
た
楽
器



⑨
「
樹
下
の
人
物
」
と
あ
る
が
、
原
本
で
確
認
す
る
と
、
樹
木
の
左
下
に
は
人
物
一
人
が
、
右
下
に
は
馬
一
頭
と
人
物
一
人
（
恐
ら
く
先
の
人
物
の
従
者
と
思
わ
れ
る
）
が
描
か

れ
て
い
る
が
、
林
謙
三
の
挿
図
は
楽
器
の
部
分
の
み
を
切
り
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。

⑩
「
一
六
図
」
は
、
冨
山
房
版
に
収
載
予
定
で
あ
っ
た
「
梵
鐘
形
態
に
見
る
イ
ン
ド
㙹
㛿
素
」（
後
に
中
国
語
版
・
カ
ワ
イ
楽
譜
版
に
も
収
録
）
に
掲
載
さ
れ
た
挿
図
。
本
稿
篇
末

【
参
考
挿
図
】
を
参
照
。

⑪

校
正
紙
・
手
稿
で
は
「
東ㅡ

間
東ㅡ

壁
」
と
す
る
が
、
大
村
一
一
〇
図
の
標
題
に
従
っ
て
「
西ㅡ

間
後ㅡ

壁
」
に
改
め
た
。
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌvol.3

のfig.45

で
は
「Partie

O
ccidentale

de
la
Paroidu

fond

」
と
し
、
大
村
に
一
致
す
る
。
な
お
、「
東
間
東
壁
」
と
題
さ
れ
る
の
は
大
村
一
一
一
図
で
あ
る
が
、
本
稿
一
八
〇
図
と
は
別
個
の
図
で
あ
る
。

⑫
「
違
う
」
は
校
正
紙
・
手
稿
で
は
「
異
う
」
と
表
記
さ
れ
る
が
、
現
在
一
般
に
用
い
ら
れ
る
表
記
に
従
っ
て
改
め
た
。

⑬

校
正
紙
・
手
稿
で
は
「
第
十
石
」
と
す
る
が
、
大
村
一
五
〇
図
の
標
題
に
従
っ
て
「
第
十
六
石
」
に
改
め
た
。
た
だ
し
、
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌvol.3

のfig.143

に
は
「D

euxièm
e

Pierre
nouvellem

entexhum
ée

」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。
な
お
、「
第
十
石
」
と
題
さ
れ
る
の
は
大
村
一
四
四
図
で
あ
る
が
、
本
稿
一
七
五
図
と
は
別
個
の
図
で
あ
る
。

⑭

校
正
紙
・
手
稿
で
は
注
番
号
を
脱
し
て
い
る
た
め
補
っ
た
。

⑮

出
典
未
確
認
。
以
下
の
書
に
拠
る
か
。W

illiam
CharlesW

hite,

T
om
bs
ofold
Lo-yang:a
record
ofthe
construction
and
contents
ofa
group
ofR
oyaltom
bs
at

Chin-ts̓un,H
onan,probably
dating
550
B.C.,Shanghai:Kelly

&
W
alsh,1934.

⑯

書
誌
は
以
下
の
と
お
り
。
郭
沫
若
『
殷
周
靑
銅
器
銘
文
硏
究
』（
東
京
：
大
東
書
局
、
一
九
三
一
年
）。

⑰
「
金
剛
鈴
に
つ
い
て
」
の
註
（
2
）
は
、
冨
山
房
版
手
稿
に
拠
る
と
「『
周
禮
』
地
官
「
鼓
人
掌
レ

敎
二

六
鼓
四
金
之
音
聲
一、
以
節
二

聲
樂
一

以
和
二

軍
旅
一、
以
正
二

田
役
一…

…

以
二

金ㅡ

鐸ㅡ
一

㙳
レ

鼓
（
鐸
大
鈴
也
、
振
レ

之
以
㙳
レ

鼓
、
司
馬
職
曰
司
馬
振
レ

鐸
）」、
同
天
官
「
小
宰
之
職…

…

徇
以
二

木ㅡ

鐸ㅡ
一

（
木ㅡ

鐸ㅡ

木
舌
也
、
文
事
奮
二

木ㅡ

鐸ㅡ
一、
武
事
奮
二

金
鐸
一

）」、
同
秋
官

「
士
師
之
職
掌
二

國
之
五
禁
之
灋
一、
以
左
-二右
刑
罰
一…
…

皆
以
二

木ㅡ

鐸ㅡ
一

徇
二

之
于
㙫
一

」、
同
地
官
「
鄕
師
之
職…

…

凡
四
時
之
徵
令
㛷
レ

常
者
以
二

木ㅡ

鐸ㅡ
一

徇
二

於
市
㙫
一

」、『
禮
記
』
㛤

堂
位
「
振
二

木ㅡ

鐸ㅡ

於
㙫
一、
天
子
之
政
也
」、『
論
語
』
八
佾
篇
「
天
下
之
無
レ

㚋
也
久
矣
、
天
將
下

以
二

夫
子
一

爲
中

木ㅡ

鐸ㅡ
上

」、
信
都
芳
『
樂
書
』「
木
鐸
者
鈴
也
、
生
レ

銅
爲
レ

之
、
以
レ

木

作
レ

舌
、
故
天
將
下

以
二

夫
子
一

爲
中

木
鐸
上

」「
金
鐸
者
形
同
二

木
鐸
一、
以
レ

金
爲
レ

舌
、
號
令
爲
レ

度
鳴
而
警
レ

衆
、
武
舞
㘂
レ

執
以
振
二

武
敎
一

者
也
」（『
御
覽
』
五
百
八
十
四
）」（『
周

禮
』
秋
官
の
「
于
㙫
」
は
翻
刻
者
が
補
い
、
ま
た
、
一
部
、
返
り
点
・
傍
点
を
補
っ
た
箇
所
が
あ
る
）
と
あ
る
。
中
国
語
版
所
収
「
关
于
金
刚
铃
」
の
注
（
五
一
頁
）、
カ
ワ
イ

楽
譜
版
所
収
同
論
文
の
注
（
四
九
頁
）
も
、
引
用
範
囲
に
多
少
の
差
は
あ
る
も
の
の
ほ
ぼ
同
じ
。
た
だ
し
、
カ
ワ
イ
楽
譜
版
で
は
書
き
下
し
文
と
す
る
。

⑱

註
（
5
）
は
、
校
正
紙
で
は
脱
し
て
い
る
た
め
、
手
稿
に
よ
り
補
っ
た
。

⑲
「（
6
）」
は
、
校
正
紙
で
は
「（
5
）」
と
す
る
が
、
手
稿
に
従
っ
て
改
め
た
。

⑳
「
一
一
一
」
は
、
校
正
紙
・
手
稿
で
は
「
一
一
〇
」
と
す
る
が
、
関
野
本
文
篇
一
一
一
図
の
解
説
（
附
図
篇
は
未
見
。
以
下
同
じ
）
を
参
照
し
て
改
め
た
。

㉑
「
第
三
石
」
は
、
大
村
二
四
九
図
で
は
「
第
二
石
」
と
す
る
。
関
野
本
文
篇
一
五
四
図
の
解
説
で
は
「
第
三
石
」
と
す
る
。

㉒
「LXXIX

」
は
、
校
正
紙
で
は
「LXXIV

」
と
す
る
が
、
原
典
及
び
手
稿
に
従
っ
て
改
め
た
。

㉓
「
1261」
の
直
前
に
示
さ
れ
た
「D

XXXII

」
と
「
1265」
直
前
の
「D

XXXVI

」
と
は
、
校
正
紙
で
は
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
た
め
、
原
典
及
び
手
稿
に
従
っ
て
改
め
た
。

㉔
「
五
六
図
」
は
、
冨
山
房
版
に
収
載
予
定
で
あ
っ
た
「
漢
代
の
七
盤
舞
と
そ
れ
に
用
ひ
た
鼓
」
の
挿
図
。
本
稿
篇
末
の
【
参
考
挿
図
】
を
参
照
。
な
お
、
本
図
は
「
漢
代
の
七

盤
舞
に
つ
い
て
」（『
奈
良
学
芸
大
学
紀
要
』
第
五
巻
第
三
号
、
一
九
五
六
年
）
に
「
3
図
」
と
し
て
見
え
る
。

㉕
「
別
稿
」
と
は
、
冨
山
房
版
に
収
載
予
定
で
あ
っ
た
「
漢
代
の
七
盤
舞
と
そ
れ
に
用
ひ
た
鼓
」（
後
に
『
奈
良
学
芸
大
学
紀
要
』
第
五
巻
第
三
号
、
一
九
五
六
年
に
、
改
訂
の

二
二

國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
紀
要
第
三
十
八
巻



上
、「
漢
代
の
七
盤
舞
に
つ
い
て
」
と
し
て
掲
載
）
を
指
す
。

㉖
「
五
五
」
は
、
校
正
紙
・
手
稿
で
は
「
五
四
」
と
す
る
が
、
図
の
内
容
に
照
ら
し
て
改
め
た
。「
五
五
図
」
は
「
漢
代
の
七
盤
舞
と
そ
れ
に
用
ひ
た
鼓
」
に
掲
載
の
挿
図
。
本
稿

篇
末
【
参
考
挿
図
】
を
参
照
。
な
お
、
本
図
は
「
漢
代
の
七
盤
舞
に
つ
い
て
」
に
「
2
図
」
と
し
て
見
え
る
。

㉗
「
五
四
」
は
、
校
正
紙
・
手
稿
で
は
「
五
五
」
と
す
る
が
、
図
の
内
容
に
照
ら
し
て
改
め
た
。「
五
四
図
」
は
「
漢
代
の
七
盤
舞
と
そ
れ
に
用
ひ
た
鼓
」
に
掲
載
の
挿
図
。
本
稿

篇
末
【
参
考
挿
図
】
を
参
照
。
な
お
、
本
図
は
「
漢
代
の
七
盤
舞
に
つ
い
て
」
に
「
1
図
」
と
し
て
見
え
る
。

㉘
「
一
八
二
図
」
は
、
校
正
紙
・
手
稿
と
も
に
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
読
者
の
便
宜
を
考
慮
し
て
補
っ
た
。

㉙
「
一
九
一
図
3
」
は
、
校
正
紙
・
手
稿
と
も
に
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
読
者
の
便
宜
を
考
慮
し
て
補
っ
た
。

㉚
「
149」
は
、
校
正
紙
・
手
稿
で
は
「
140」
と
す
る
が
、
原
典
に
従
っ
て
改
め
た
。

㉛
「
一
八
七
」
は
、「
一
八
一
」（
或
い
は
「
一
八
三
」）
の
誤
り
か
。
関
野
本
文
篇
に
よ
る
と
、「
済
寧
州
文
廟
戟
門
郭
泰
碑
陰
」
の
挿
図
番
号
は
「
一
八
一
」
か
ら
「
一
八
三
」

ま
で
で
あ
る
。

㉜
「
五
五
図
」
は
、
校
正
紙
・
手
稿
と
も
に
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
読
者
の
便
宜
を
考
慮
し
て
補
っ
た
。

㉝
「
四
年
」
と
あ
る
の
は
、
関
野
本
文
篇
二
一
八
図
の
解
説
に
よ
る
と
、「
七
年
」
の
誤
り
と
思
わ
れ
る
。
永
初
四
年
の
銘
が
あ
る
の
は
、
大
村
一
〇
三
図
・
関
野
一
一
〇
図
（
本

稿
の
一
七
七
図
）「
戴
氏
享
堂
石
」
で
あ
る
。

㉞
「
第
七
石
」
は
、
大
村
二
五
三
図
で
は
「
第
一
石
」
と
す
る
。
関
野
本
文
篇
一
四
七
図
の
解
説
で
は
「
第
七
石
」
と
す
る
。

㉟
「
一
八
九
」
は
、
校
正
紙
・
手
稿
で
は
「
一
九
三
」
と
す
る
が
、
図
の
内
容
に
照
ら
し
て
改
め
た
。

㊱
「
五
五
図
」
は
、
校
正
紙
・
手
稿
と
も
に
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
読
者
の
便
宜
を
考
慮
し
て
補
っ
た
。

㊲
「49

」
は
、
校
正
紙
・
手
稿
で
は
「47

」
と
す
る
が
、
原
典
に
従
っ
て
改
め
た
。

㊳
「
後ㅡ

壁
東
面
」
は
、
大
村
一
一
三
図
で
は
「
隔ㅡ

壁
東
面
」
と
す
る
。
な
お
、
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌvol.1

のfig.52

の
解
説
で
は
「Cetestam

page…
…
représentelafaceorientale

de
la
dalle

en
form

e
de

pignon,dontune
desextrém

itéssʼencastre
dansla

paroidu
fond

de
la
cham

brette

」
と
す
る
。

㊴

本
文
に
あ
る
「
笛
は
漢
武
帝
代
に
丘
仲
が
造
る
と
の
説
」
は
、
註
（
3
）
に
見
え
る
よ
う
に
『
風
俗
㙳
』
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
、「
或
い
は
羌
笛
に
由
来
す
と
も
云
う
」

と
す
る
説
に
つ
い
て
は
、
註
（
3
）
に
引
く
『
風
俗
㙳
』
に
は
見
え
な
い
。
た
だ
し
、
註
（
3
）
に
お
い
て
省
略
さ
れ
て
い
る
、『
風
俗
㙳
』
に
引
く
馬
融
「
笛
賦
」（
李
善
注
・

六
臣
注
本
『
文
㘿
』
で
は
「
長
笛
賦
」
と
し
、
五
臣
注
本
で
は
「
笛
賦
」）
の
続
き
に
「
㖢
世
雙
笛
從
羌
㖈
」
と
あ
り
、
こ
の
記
述
は
双
笛
の
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、

「
羌
笛
に
由
来
す
と
も
云
う
」
と
は
、
こ
れ
を
踏
ま
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
注
番
号
の
位
置
を
特
に
変
更
す
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
な
お
、
馬
融
「
長
笛
賦
」
は

註
（
6
）
に
別
途
引
用
さ
れ
て
い
る
。

㊵

注
番
号
（
5
）
は
、
校
正
紙
・
手
稿
と
も
に
脱
し
て
い
る
た
め
補
っ
た
。

㊶
「
一
〇
三
」
は
、
校
正
紙
・
手
稿
で
は
「
一
〇
二
」
と
す
る
が
、
原
典
に
従
っ
て
改
め
た
。

㊷
「
二
〇
七
図
」
は
、
冨
山
房
版
収
載
予
定
で
あ
っ
た
「
正
倉
院
御
物
中
の
樂
器
㗥
料
」
の
挿
図
。
本
稿
篇
末
の
【
参
考
挿
図
】
を
参
照
。
本
図
は
、
中
国
語
版
所
収
「
正
仓
院

所
存
的
音
乐
资
料
」・
カ
ワ
イ
楽
譜
版
所
収
「
正
倉
院
に
存
す
る
楽
器
資
料
」
に
は
見
え
な
い
。

㊸
「
二
二
七
図
」
は
、
冨
山
房
版
収
載
予
定
で
あ
っ
た
「
正
倉
院
御
物
中
の
樂
器
㗥
料
」
の
挿
図
。
本
稿
篇
末
の
【
参
考
挿
図
】
を
参
照
。
本
図
は
、
カ
ワ
イ
楽
譜
版
所
収
「
正

二
三

漢
代
画
像
石
に
現
わ
れ
た
楽
器



倉
院
に
存
す
る
楽
器
資
料
」
に
は
見
え
な
い
が
（
た
だ
し
、
竽
が
写
真
で
掲
載
さ
れ
る
）、
中
国
語
版
所
収
「
正
仓
院
所
存
的
音
乐
资
料
」（
五
〇
五
頁
）
で
は
、
ほ
ぼ
同
じ
図
が

笙
の
吹
口
が
取
り
外
さ
れ
た
状
態
で
描
か
れ
て
い
る
。

㊹

大
村
・
関
野
は
出
土
地
を
「
焦
城
村
」
と
せ
ず
、「
嘉
祥
随
家
荘
関
廟
」
と
す
る
。
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌvol.3

のfig.151

で
は
「Pierre

de
Tsiao

tchʼeng
tsʼouen

(authenticité
douteuse)

」
と
し
、「
焦
城
村
」
と
し
な
が
ら
も
疑
義
を
呈
す
。

㊺
「LXXXVII
」
は
、
校
正
紙
・
手
稿
で
は
脱
し
て
い
る
た
め
、
原
典
に
従
っ
て
補
っ
た
。

㊻
「
箛
」
は
『
漢
官
儀
』（『
初
學
記
』
樂
部
上
、
㕧
樂
一
所
引
）
で
は
「
菰
」
と
す
る
が
、
文
脈
上
、
楽
器
と
し
て
は
「
箛
」
と
表
記
す
べ
き
箇
所
で
あ
る
た
め
、
林
謙
三
の
表

記
を
尊
重
し
、
改
め
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
以
下
に
引
く
『
先
蠶
儀
註
』
に
見
え
る
「
箛
」
も
同
じ
。

㊼

林
謙
三
は
、
楽
器
分
類
と
し
て
は
「
気
鳴
楽
器
」
と
い
う
項
目
を
立
て
て
い
る
が
、
一
方
で
各
著
作
に
お
い
て
「
気
楽
器
」
と
い
う
語
を
随
処
に
用
い
て
い
る
。
よ
っ
て
、
原

表
記
を
尊
重
し
て
「
重
簧
気
楽
器
」
の
ま
ま
と
し
た
。

㊽
「
九
」
は
、
五
臣
注
本
の
巻
数
（
李
善
注
・
六
臣
注
本
で
は
巻
十
八
所
収
）。
な
お
、
タ
イ
ト
ル
に
つ
い
て
、
本
文
の
と
お
り
「
長
笛
賦
」
と
す
る
の
は
、
李
善
注
・
六
臣
注
本

で
あ
っ
て
、
五
臣
注
本
で
は
「
笛
賦
」
と
す
る
。

㊾

註
（
6
）
に
引
く
馬
融
「
長
笛
賦
」
に
つ
い
て
は
、
一
般
の
テ
キ
ス
ト
（
『
文
㘿
』
）
と
異
同
が
あ
る
。
手
稿
に
見
え
る
修
正
跡
（
「
見
後
」
を
「
見
己
」
に
、「
材
以
」
を
「
裁
以
」
に

「
當
檛
」
を
「
當

」
に
改
め
て
い
る
）
か
ら
判
断
し
て
、『
風
俗
㙳
』（
恐
ら
く
『
古
今
圖
書
集
成
』
經
濟
彙
㚿
、
樂
律
典
、
百
二
十
巻
所
引
の
も
の
を
用
い
た
と
思
わ
れ
る
）「
笛
」

の
条
に
引
く
馬
融
「
笛
賦
」
を
下
敷
き
と
し
て
、
後
に
『
文
㘿
』
所
収
の
同
作
品
に
基
づ
い
て
、
一
部
修
正
を
加
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
翻
刻
者
未
見
の
テ
キ
ス
ト
に

従
っ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
、
指
摘
す
る
に
と
ど
め
、
林
謙
三
の
表
記
を
尊
重
し
、
明
ら
か
な
誤
植
を
除
き
、
改
め
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。

㊿
「
二
一
八
」
は
、
校
正
紙
・
手
稿
で
は
「
二
一
六
」
と
す
る
が
、
関
野
本
文
篇
二
一
八
図
の
解
説
を
参
照
し
て
改
め
た
。

⠗
「
一
六
三
」
は
、
校
正
紙
・
手
稿
で
は
「
一
六
九
」
と
す
る
が
、
原
典
に
従
っ
て
改
め
た
。

⠘
「LXXXVII

」
は
、
校
正
紙
で
は
「LXXVII

」
と
す
る
が
、
原
典
及
び
手
稿
に
従
っ
て
改
め
た
。

⠙
「
主
」
は
、
校
正
紙
・
手
稿
で
は
「
重
」
と
す
る
が
、
現
在
一
般
に
用
い
ら
れ
る
表
記
に
従
っ
て
改
め
た
。

【
参
考
挿
図
】

以
下
、
文
中
で
言
及
さ
れ
た
挿
図
の
う
ち
、
図
像
本
体
が
文
中
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
（「
一
六
図
」「
五
四
図
」「
五
五
図
」「
五
六
図
」「
二
〇
七
図
」「
二
二
七
図
」）

に
つ
い
て
、
冨
山
房
版
に
収
録
予
定
で
あ
っ
た
他
の
論
文
の
手
稿
か
ら
掲
載
し
て
お
く
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
挿
図
が
掲
載
さ
れ
た
論
文
に
は
校
正
紙
が
存
在
し
な
い
上
、
手
稿

に
記
さ
れ
た
挿
図
番
号
は
最
終
的
な
も
の
で
は
な
い
た
め
、
正
確
な
挿
図
番
号
は
明
ら
か
で
な
い
。
幸
い
、
冨
山
房
が
恐
ら
く
編
集
の
最
終
段
階
に
ま
と
め
た
と
思
わ
れ
る

「『
東
亜
楽
器
考
』
挿
図
寸
法
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
挿
図
一
覧
が
残
さ
れ
て
い
た
た
め
、
文
中
に
掲
載
さ
れ
た
挿
図
の
番
号
（
一
七
四
～
一
九
三
図
）
に
つ
い
て
、
校
正
紙
と

「『
東
亜
楽
器
考
』
挿
図
寸
法
」
記
載
の
も
の
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
一
致
し
た
。
そ
こ
で
、「『
東
亜
楽
器
考
』
挿
図
寸
法
」
掲
載
の
番
号
が
最
終
的
な
も
の
で
あ
る
と
仮
定
し
、
挿

図
の
選
択
に
あ
た
っ
て
は
、「『
東
亜
楽
器
考
』
挿
図
寸
法
」
に
基
づ
き
つ
つ
、
本
文
と
挿
図
の
内
容
を
照
合
し
て
、
文
脈
に
合
致
す
る
と
思
わ
れ
る
も
の
を
採
用
す
る
こ
と
と
し

た
。
た
だ
し
、「
一
六
図
」
に
つ
い
て
は
、
該
当
す
る
可
能
性
の
あ
る
も
の
と
し
て
、「
一
七
図
」
も
併
せ
て
掲
載
し
た
。「『
東
亜
楽
器
考
』
挿
図
寸
法
」
に
拠
れ
ば
、
以
下
に
示

す
「
周
鐘
の
二
型
」
が
「
一
六
図
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
本
稿
の
本
文
に
「
元
来
直
柄
の
鐘
は
直
柄
の
鉦
鐸
よ
り
進
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
直
柄
は
こ
れ
を
手

二
四

國
學
院
大
學
北
海
道
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部
紀
要
第
三
十
八
巻



に
把
持
す
る
用
を
な
し
た
の
で
あ
る
」
と
あ
る
も

の
の
、「
周
鐘
の
二
型
」（
そ
の
右
側
の
図
）
に
示

さ
れ
た
直
柄
の
周
鐘
は
手
に
把
持
す
る
も
の
で
は

な
く
、
架
に
懸
け
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
仮
に

文
中
に
言
う
「
一
六
図
」
が
鐘
に
進
化
す
る
前
の

鉦
鐸
の
「
手
に
把
持
す
る
用
」
を
例
示
す
る
た
め

の
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
む
し
ろ
「『
東

亜
楽
器
考
』
挿
図
寸
法
」
の
「
一
七
図
」
に
当
た

る
「
蟠
螭
文
鐸
」
の
方
が
文
脈
に
相
応
し
い
こ
と

に
な
る
。
実
は
「『
東
亜
楽
器
考
』
挿
図
寸
法
」

に
は
、
番
号
を
修
正
し
た
跡
が
あ
り
、「
蟠
螭
文

鐸
」
は
、
修
正
前
の
旧
番
号
で
は
「
一
六
図
」
と

な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
こ
こ
に
候
補
と
し
て
、「
一
六
図
」
と
と
も
に
「
一
七
図
」
を
掲
載
し
て
お
く
こ
と
と
し
た
。
な
お
、「
一
六
図
」
は
、
中
国
語
版
・
カ
ワ
イ
楽
譜
版
に

も
若
干
色
合
い
が
異
な
る
も
の
の
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、「
一
七
図
」
は
い
ず
れ
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

二
五

漢
代
画
像
石
に
現
わ
れ
た
楽
器

一七図 蟠螭文鐸（住友家蔵）
〔梅原〕

一六図 周鐘の二型



二
六

國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
紀
要
第
三
十
八
巻

五五図 七盤舞──武氏祠左石室第三石〔シャヴァンヌ〕右半分は燕楽。

五六図 七盤舞──左石は帝室博物館石。右石は明倫堂庚石。舞の左右は奏楽宴遊を現わす。

五四図 五五図 七盤舞──武氏祠前石室第七石〔シャヴァンヌ〕左半分は燕遊。
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代
画
像
石
に
現
わ
れ
た
楽
器

二二七図 1．呉竹笙 2．呉
竹竽〔『正倉院圖錄』〕

二〇七図 銅鈸と笙──戒壇院
扉絵




